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北側のエリアに Class IIIが、三軒茶屋を中心とするエリアに Class IVが集中して存在している。一方、

谷沢川においては流域全体に Class IIIと Class IVが分布していることがわかる。今後は、このようなエ

リアの緑地などにおいて、雨水浸透の評価を試みることが、都市における雨水浸透を促進する上で重要

となることがわかる。また、今回の解析では IT値を表面流発生リスクの評価指標に用いた。世田谷区に

おいて TI 値を活用したリスク評価の事例はなく、GIS 上で視覚的にリスクを評価できるこの指標の効

果は大きいと考えられる。

 今後は、丸子川と谷沢川の流量観測を試み、流量の実測値を活用した水文解析によって現実味のある

水の動きを検討する予定である。

Fig.2 世田谷区の TI分布（赤線エリアの上流が丸子川流域、下流が谷沢川流域）

Fig. 3 Classに区分した TI値の面積割合

土壌の雨水浸透能（鈴木） 

流出の解析の際、土壌の雨水浸透能（浸潤特性）を表す指標として飽和透水係数などが必要である。

野外での簡便な飽和透水係数の測定手段として、近年、携帯型ミニディスクインフィルトロメーター

（METER社）が広く用いられるようになってきた。これは、飽和に近い状態で直径 45 mmの焼結多孔

質板から水を土壌に浸潤させ、積算浸潤量を時間の関数として近似したときに得るパラメーターから飽

和透水係数を求めるものであるが、実用に関する検証がほとんどなされていなかった。そこで携帯型ミ

ニディスクインフィルトロメーターによる飽和透水係数の測定について、土性の異なる土壌（砂壌土、

軽埴土、埴壌土）を対象に検証を試みた。
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グリーンインフラの測定：・レーザスキャナによる墳丘墓の現況把握（國井）

本研究では世田谷区内における墳丘墓として、

東京都世田谷区野毛 1丁目 25番、玉川野毛町公

園内の野毛大塚古墳に着目した。墳丘墓は歴史的

に階層の高い人物のために作られたものである

が、現在の観点ではグリーンインフラとしての役

割が大きい存在である。また、野毛大塚古墳 1989

～1992 年にかけて主体部を含めた総合的な発掘

調査が行われ、墳丘整備工事が実施された。また

盛土部分では周辺との調和を考慮して芝針が実

施され、加えて階段、見学通路、防護柵が整備さ

れた。これらを踏まえ、当時の保存整備時に描か

れた図面と比較することによって、地盤の細かい

差異や現在までの変遷についての考察を行った。

本研究では地上 3Dレーザスキャナ RIEGL VZ-

400i（以下 TLS）を用いて、周辺を含めた形態の

点群データの取得を試みた。TLSでは約 45秒と

いう時間で機械が水平方向に 360°回転し、周辺の

物体に対して数十万の点群データを取得できる。現

地調査は、野毛大塚古墳において 2022年 7月 11日

10～14 時に、全 112 点の器械点を設けてデータ取

得を行った。その後、取得したデータから樹木や人

工物等の古墳以外の不要なデータを除去し、図-1に

示すような点群データとした。一方、整備前の地形

については、世田谷区に残されている野毛大塚古墳

復元等高線平面図用いて把握した。

以上により得られた、野毛大塚古墳におけ

る整備前後の立面図を図-2 に示す。両者を比

較すると、現在の地形はいずれの断面におい

ても概ね 1m 程度小さくなっていることが確

認された。同様の処理を、古墳における円形部

分に対して計 18箇所で行い、それぞれの断面

に対して計画および整備前後での地形の状況

について分析を行った。図-3 はその成果の一

部である。

本調査においては、野毛大塚古墳における

地形の変遷を把握した。TLS を用いることに

より点群データとして取得し、3 次元モデル化も可能とした。今後の課題としては、成果をより定量的

に分析することで、整備や維持管理に有用な成果を創出することを目標とする。

10(m)

図-1 野毛大塚古墳における不要物の除去

後の点群データ

図-2 等高線立面図による比較

図-3 整備前（黄緑，黄，青）と現況（赤，紫）

との比較断面図
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グリーンインフラの測定：植栽基盤の分析（金澤） 

①都市公園における植栽基盤調査

世田谷区内の緑地（砧公園）を含む、都市公園 7か所 49個体のソメイヨシノを対象に、樹木の健全度

と植栽基盤の調査（地表面の土壌硬度、貫入深度、土壌三相分布、土性）を実施した。地上部衰退度評

価と土壌の液相率の測定結果から、土壌の液相率が高くなるほど樹木の衰退度が大きくなる傾向がみら

れた。また、樹木の根元付近 30 ㎝深の土性について、衰退度評価がやや不良と判定された個体周囲の

土壌では、良と判定されたものよりもシルト質壌土割合が約 10％高くなる傾向がみられた。今回の調査

対象はおおよそ幹周が 100㎝以上の個体を対象としており、既存の樹木がある緑地において、土中に水

分がたまりやすい状態の場合、樹種によっては衰退の可能性がある。今後、健全であると判定された個

体の周囲土壌の詳細な解析を進めるともに、対象区域での現地調査を進めたい。

②圃場実験による樹木の成長量比較

 サクラ 2種（オオシマザクラ、カンヒザクラ）を滞水区と排水区を設けて生育量を比較した実験では、

滞水区と排水区で枯死率は変わらなかったが、生育量のうち樹高、根元径では排水区で生育量が大きく、

節間長合計では滞水区で生育量が大きくなった。このことから、サクラの初期成長を見た場合、排水区

でより生育が大きくなると考えられる。また、種間差ではオオシマザクラで滞水区と排水区の差が小さ

く、比較的滞水耐性が高い可能性がある。常緑広葉樹 3種（ナツミカン、ウバメガシ、タブノキ）を黒

土区と川砂区で生育量を比較した実験では、ナツミカン、ウバメガシは砂区の生育量が大きく、排水の

良い土壌で生育が良いと考えられたが、タブノキについては黒土区で生育量が大きく、樹種間でも差が

あった。今後は一般的な植栽樹種、草種の耐水性についても整理したい。

※①②ともに学生の卒業研究の一部として実施

８．実用ならびに他の研究に活用された研究成果の内容 

 研究初年度である本年度の成果は本学包括連携協定先でもある世田谷区豪雨対策下水道整備課およ

びみどり政策課等に共有し、グリーンインフラ政策や計画への展開可能性を議論する予定である。

９．残された問題点と今後の研究推進方策 

本年度は対象地における基礎的データの収集および枠組み設定を明確にした上で、対象地である谷

沢・丸子川流域内の玉川野毛町公園・上用賀地域などにおいて土地被覆と雨水流出抑制の基礎的な関係

の把握や雨水流出モデルをはじめとするグリーンインフラ測定を実施した。今後に向けては、谷沢・丸

子川流域内の分析対象範囲を拡大し、シナリオに基づく雨水流出抑制などグリーンインフラ導入効果の

検証と、そのモデルについて更なる分析を進める予定である。加えて、植栽基盤や土壌浸透性能などの

即地的な分析と合わせ、同エリアにおけるグリーンインフラ実装に向けた評価手法の確立を目指す。

※本企業MF型研究は 2023年度の継続採択に至らなかったが、本学と竹中工務店の間で共同研究契約

書を交わし、研究を継続中である。

１０．公表した成果一覧

学会発表

1) 北島未来、福岡孝則：谷沢川・丸子川の小流域におけるグリーンインフラ導入に向けた雨水流出抑
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制効果に関する基礎的研究―世田谷区玉川野毛町公園周辺を対象としてー、2022年度日本造園学会

関東支部大会梗概集/事例・研究報告集第４０号、p.118

2) 謝定、福岡孝則：雨水流出抑制効果を考慮した GI 導入モデルとその適用に関する研究―世田谷区

用賀 3、4丁目・上用賀地区を対象としてー、2022年度日本造園学会関東支部大会梗概集/事例・研

究報告集第４０号、p.112
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２０２２年度 企業とのマッチングファンド型共同研究プロジェクト 

研究成果報告書 
 

 

                                       

                   研究代表者  國井 洋一 

 

１．研究課題名および予算額 

研究課題名 予算額(円) 

車載写真レーザ測量システムを用いた街路樹に対する維持管理手法の構築 1,000,000

２．研究組織 

  氏名 所属・職名 個別研究課題名 

研究代表者 國井 洋一 地域環境科学部 造園科学科・教授
街路樹データの処理手法に関

する検討

研究代表者 

（企業） 
趙  子健 株式会社 CSS 技術開発 MMS の運用および利活用

３．研究期間 

２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日

４．研究の背景（当初） 

本研究では、都市部の主要道路における街路樹の状況を簡便に把握し、維持管理できる仕組みを構築

することを目的とする。具体的な手法としては、株式会社 CSS 技術開発所有の車載写真レーザ測量シス

テム（Mobile Mapping System：以下 MMS）による測量を対象とする道路にて実施し、沿道における数十

本の街路樹に対する 3 次元情報を一度に取得する。これにより、得られた 3 次元情報から沿道を含めた

街路樹の 3 次元モデリングをほぼ自動で実行し、さらに枝葉の伸長や幹の傾斜、損傷といった現況を即

座に把握可能とする。加えて、街路樹の無い空間においては、新規に植栽するシミュレーションを可能

とし、沿道の最適な空間づくりを支援できるシステムの構築を目指す。

５．研究目的 

街路樹は、都市空間を創出する緑として重要な存在である。人工構造物の多い都市空間は、景観が無

機質になりがちであるが、生き物である街路樹はそのような空間に安らぎや潤いを与える効果がある。

街路樹の具体的な効果としてはそのような景観の向上のほか、道路周辺における日射の抑制や、排気ガ

スや騒音の拡散を軽減するなど、物理的な側面においても有用性が高い。そのため、特に人口や交通量

の多い都市部においては、より効果的に植栽されることが望まれる。街路樹にはこのような利点がある

一方、維持管理に対する課題も多く残されている。まず、街路樹が植樹される地盤の周囲は舗装面がほ

とんどであるため、根が十分に伸びにくい環境であることが多い。そのため、地盤上の樹木に対する支
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持力の確保は、倒木を防ぐためにも不可欠となる。また、生長による枝葉の繁茂は、道路沿いに存在す

る電線との交錯や、信号や道路標識の遮蔽といったインフラの妨げにつながる恐れがあり、定期的な剪

定も必要である。すなわち、生き物である街路樹は、その生物学的な性質により物理的な形態が随時変

化するため、維持管理を適切に行うためには定期的な観測や観察が必要となる。街路樹の維持管理に対

する現状としては、樹木医や街路樹診断士により、単木毎に観察してカルテの作成および更新が行われ

ている。このような作業には多大な労力が必要となることから、維持管理が十分に行き届かない街路樹

も必然的に増加することとなる。そのため、都市部では前述のように街路樹がインフラへ影響を及ぼす

事案もしばしば発生し、やむなく強剪定されているのが現状である。

一方、土木の分野においては、主に都市部における数値地形図データを取得するための手法として、

MMS（Mobile Mapping System）が用いられている。MMS はレーザおよび写真による測量機器を車両に

搭載しており、車道を走行しながら沿道の地物に対する 3 次元情報を取得するシステムである。国土交

通省国土地理院では、2016 年に MMS を公共測量作業規程の準則に導入し、地形図作成の新たな手法と

して利用可能とした。これにより、都市部で車両の通行が可能な道路においては効率的に 3 次元情報が

点群データとして取得されることとなった。反面、MMS により都市部の地形図を作成する上では、人

工構造物の 3 次元情報が必要とされ、街路樹などの植物の点群データは除去されることが多い。裏を返

せば、MMS による測量においては街路樹の 3 次元情報が点群データとして取得されていることが明白

であり、応用性を学術的に追究することが可能な状況であるといえる 1)。

そこで本研究では、MMS および TLS（Terrestrial Laser Scanner）を用いて街路における沿道の点群デ

ータを取得し、点群データから街路樹を抽出して維持管理に役立てる仕組みの構築を目的とした。街路

樹については形状が複雑であり、同一の形状を有している個体は一切存在しないことからも、レーザ測

量が有用であると予測される。既往研究においても、樹林帯における景観分析が TLS にて実施されてい

る 2)。本研究では車道側より MMS、歩道側より TLS にて街路樹の 3 次元データを取得し、維持管理の

ためのデータベース構築を試行した。

６．研究（実験）方法

（1）レーザ測量

MMS および TLS による街路樹の測量は、2021 年 8 月 3 日およ

び 2022 年 12 月 2 日に実施した。対象地は図 1 に示すとおり、世田

谷キャンパス周辺の千歳通りおよび世田谷通りの約500mの範囲内

における、総距離約 700m とした。対象とした街路樹は沿道の計 84

本であり、樹種は千歳通りがソメイヨシノ、世田谷通りがモミジバ

フウである。MMS については、図 2 に示す (株)CSS 技術開発が所

有する Pegasus:Two(Leica)を用いた。MMS を搭載した車両は、千歳

通りの東側車線を南下した後、世田谷通りの北側車線を東へ進行し

て観測を実施した。一方、TLS については図 3 に示す VZ-400i(Riegl)

を用いた。TLS によるレーザ測量は、MMS による測量と同範囲の歩道内において、各樹木の頂部まで

スキャニングが施されるよう実施した。その際の器械点数は、計 42 点であった。なお、MMS および TLS

の観測時は、いずれも GNSS による測位が行われており、観測点の把握が行われている状況である。ま

た、以上の 2 手法により取得された各点群データには、街路樹の他に周囲の道路や建物等の構造物も含

まれている。それらの情報は、街路樹との相互関係により位置を把握する目的にも用いた。そのような

500ｍ

千千歳歳通通りり

世世田田谷谷通通りり

図 1 調査対象範囲
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情報把握を実施した他、点群データから街路樹のみを抽出して

処理への摘要も行った。

（2）近赤外（NIR）画像撮影

以上の処理によって街路樹に対する物理情報として 3 次元デ

ータを取得したが、対象が生き物であることを考慮すると生物

情報の取得も必要である。そのため、本研究では 3 次元データ

取得の他に近赤外カメラによる画像撮影を行った。近赤外画像

の撮影には図 4 に示す Yubaflex(BIZWORKS)を用いた。Yubaflex

は、通常のデジタルカメラにおける RGB（赤・緑・青）のバン

ドのうち、B バンドが NIR（近赤外）バンドに改造されている

機種であり、同機種は樹林帯においても有用性が認められている

3)。本研究では本機種を用いて、歩道にて各街路樹の樹冠に対す

る撮影を行うこととした。その際、街路樹が植栽されている歩道

からは近接で樹冠全体の撮影が困難であるため、撮影は対向車線

側の歩道より行った。図 5 に Yubaflex による撮影画像の例を示

す。以上により撮影された対象の街路樹に対する近赤外画像を用

い、各街路樹に対する NDVI(Normalized Difference Vegetation 

Index)の算出を行った。NDVI はリモートセンシングの分析にお

いて用いられる植生の活性度を表す標準化された指数であり、次

式にて算出される。

                        (1)

本研究では、NDVI を各街路樹の樹冠全体に対する平均値とし

て算出し、単木毎の活性度として求めた。これにより、街路樹の

生態的な現況が定量的に示されることとなるため、早急なメンテ

ナンスが必要な個体の抽出なども可能となる。

図 3 Terrestrial Laser Scanner

(VZ-400i)

図 4 近赤外カメラ

(Yubaflex)

𝑁𝑁𝑁𝑁𝑁𝑁𝑁𝑁 = (𝐼𝐼𝐼𝐼 − 𝑅𝑅)
(𝐼𝐼𝐼𝐼 + 𝑅𝑅)

ここに、

IR = 赤外バンドのピクセル値

R = 赤色のバンドのピクセル値

図 2 Mobile Mapping System

(Pegasus:Two)
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７．研究成果

MMS および TLS によるレーザ測量によって得られた

3 次元データは、未処理の状態においてそれぞれが一括

化された状態となっている。そのため、本研究では対象

とする全街路樹のデータを単木毎に分類し、個別に現況

把握が可能となるよう処理を行った。それにより、単木

に対する物理量を、点群データから把握することが可能

となる。すなわち、各街路樹に対する個体の属性情報と

して、樹種のほかに、樹高、幹周、枝張をそれぞれ把握

した。図 6 に点群データからの樹高、幹周、枝張の抽出

を示す。以上により得られた単木毎の 3 次元データおよ

び属性情報は、閲覧を簡便化するために SketchFab を利

用してデータベースを構築した。SketchFab は web 上で

3 次元データを閲覧できるシステムであり、専門知識を

必要とせずに自由度の高い鑑賞が可能

となる。

また、図 7 は樹木個体毎の NDVI を

示したものである。同図に示されると

おり、NDVI はいずれの樹木も高い値

を示しており、維持が重要であること

が確認できる。また、世田谷通りの

NDVI は千歳通りと比較して高い値を

示していることから、両道路の樹木種

についても明らかに示すことが可能で

あるといえる。

図 8 に SketchFab により表示された

各街路樹を示す。なお、SketchFab は以下 URL（https://sketchfab。com/mmsroadsidetree/models）にて公開

されている。さらに、属性情報として前述の各値に加え NDVI を付与し、データ閲覧の際に情報取得が

図 5 近赤外画像

(a) モミジバフウ（世田谷通り）(b) ソメイヨシノ（千歳通り）

図 6 点群データからの樹木の寸法抽出

図 7 樹木個体毎の NDVI
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できるよう設定した。これにより、街路樹の位置情報と併せて閲覧することで、剪定等のメンテナンス

を必要とする街路樹を地図上にて一目で把握することが可能となり、処理の効率化を図ることが可能に

なると予測される。

８．実用ならびに他の研究に活用された研究成果の内容

本研究では車道側より MMS。歩道側より TLS にて街路樹の 3 次元データを取得し、維持管理のため

のデータベース構築を試行した。また、交通量の多い一般道における街路樹に着目し、その維持管理に

対してレーザ測量を主軸とした空間情報技術を応用することを検討した。一般的な MMS は、地図を作

成するために走らせることが目的であるため、街路樹の点群データが除去されることが多い。一方、本

研究では通常と同様の走行データから街路樹を抽出し、樹高等のパラメータを現況として把握すること

と試みた。その結果、MMS による街路樹のデータは十分に取得可能であり、現況把握が可能であるこ

とが認められた。さらに、近赤外画像センサにて撮影することによる状況の把握も試みた結果、取得さ

れた近赤外データから各樹木の NDVI を算出することにより、街路樹の活性度をそれぞれ把握すること

が可能となった。この成果は、街路樹に対する早急処理の不必要を定量的に示すものであるといえる。

すなわち、これまでやむを得ず網羅的に強剪定が施されたような状況の街路樹においても、個体毎の活

性度を詳細に得ることが可能となった。そのため、このような情報を活用することにより、街路樹に対

する剪定等の維持管理についても、個体毎に相応しい手法を採用することが可能になると予測される。

９．残された問題点と今後の研究推進方策

通常、MMS は町並みの 3 次元情報を取得するために走行され、取得されたデータは地図情報として

用いられることが多い。本研究では、そのような通常の利用において削除対象となる街路樹を抽出して

応用を検討した。その結果、MMS および TLS のデータは、街路樹に対しても適用可能であることが示

された。今後の課題として、本研究では TLS によって街路樹に対する歩道側からの補備測量を実施した

が、手動での作業となるため労力が負担となる。そのため、今後は MMS データのみでの有用性も検証

したいと考えている。また、近赤外画像によるデータ取得は、MMS とは別のプロセスにより対向車線

側の歩道から撮影を実施した。今後は MMS に広角レンズによる近赤外センサが搭載され、レーザ測量

による点群データと同時に近赤外画像を取得することが可能となれば、データ取得の効率性が大幅に上

昇すると考えられる。今後はそのような機器のバージョンアップにも期待しながら、研究を継続して進

めたいと考えている。

図 8 SketchFab による街路樹の情報公開
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１．研究課題名および予算額 

研究課題名 予算額(円) 

植物の基礎的抵抗性における細胞死抑制機構の解析 1,000,000

 
２．研究組織 

  氏名 所属・職名 研究の役割 

研究代表者 四井いずみ
生命科学部 バイオサイエンス学

科・助教
ゲノム解析以外の全般

研究分担者 篠澤 章久
生命科学部 バイオサイエンス学

科・助教

ヒメツリガネゴケゲノムの解

析

  
３．研究期間 

２０２２年６月８日～２０２３年３月３１日

４．研究の背景（当初） 

植物の基礎的抵抗性は微生物に共通して保存されている構造（パターン）を認識することで発揮され、

植物を日和見感染から防ぐ。この基礎的抵抗性は被子植物に加え、近年コケ植物でも報告されたことか

ら（Bressendorff et al., Plant Cell 2016）、高等植物への進化の過程で複雑化する前に獲得、保存された重

要なシステムであると推測される。基礎的抵抗性に関わる因子を探索する

ために申請者らは遺伝的冗長性の低いコケ植物に着目した。

蘚類に属するヒメツリガネゴケは一層からなる単純な細胞構造を持ち、

野生型株（WT）でパターンの一種であるカビの細胞壁成分キチンの処理

により誘導される褐変化や生育阻害などの免疫応答を細胞レベルで解析

することが可能である（挿挿入入図図１１）。また、1 細胞からの再分化能が高い

ため突然変異処理による網羅的な変異体スクリーニングが可能である。こ

れまでに、キチン処理により褐変化が誘導されず細胞死が促進する変異体

（chitin-induced cell death mutant）: ccdを複数系統単離している（挿挿入入図図

１１、、2021年年度度 植植物物生生理理学学会会でで責責任任著著者者ととししてて発発表表））。

― 258 ―



５．研究目的 

本申請においては、ccd変異体の原因遺伝子同定のための遺伝子マッピング系を確立するとともに ccd

変異体の表現型解析によりキチン誘導性細胞死の誘導機構を明らかにする。

６．研究（実験）方法 

《《原原因因遺遺伝伝子子のの探探索索》》

1, InDelママーーカカーーのの作作製製

これまでにヒメツリガネゴケで報告されたエコタイプは標準種 Gransden（Gd）との交配能が低く、遺

伝学的な解析ツールが整えられてない。近年、交配能が高いエコタイプとして Reute（Re）が報告され

たが（Perroud et al., Plant Biol. 2019）、ゲノム情報は公開されていない。これまでに、ゲノム解析センタ

ーの篠澤章久博士の協力を得て Reゲノムの short-readシークエンスを実施している。2022年度は、Gd

と Reを区別するための挿入および欠損配列を同定することで InDelマーカーを作製する。ヒメツリガネ

ゴケの染色体数は 27本あり、1染色体の上・中・下で 3セット、27染色体で合計 81セットのマーカー

を設計する。

2, ママッッピピンンググ

これまでに Gd背景に変異原処理して得られた ccd1と Reとの掛け合わせが成功し、キチン誘導性細

胞死を示す F1を単離した。さらに 1回の掛け合わせを行いにより原因遺伝子領域を全ゲノムの 25%に

絞り込む。ccd2 については 2022 年度中に 1 回 Re との掛け合わせにより原因遺伝子領域を全ゲノムの

50%に絞り込む。得られた ccd1BC1F1、ccd2F1を用いてマッピングにより原因遺伝子領域を絞り込む。

3, MutMap解解析析

MutMap 解析は、イネにおける突然変異形質の原因遺伝子を全ゲノム解析により迅速に同定する技術

として報告された（Abe et al., Nat. Biotechnol. 2012）。Reの short-readシークエンスデータから得られた

配列をつなぎ合わせたコンティグを用いてMutMap解析を行う。ccd1BC1F1からゲノムを抽出し、均一

に混合したゲノム DNAをバルクシークエンスに供す。得られた 75~100塩基を Reゲノムコンティグに

アライメントすることにより共通して Reと異なる SNPを見出す。

《ccdのの表表現現型型解解析析》

1, Ca2+キキレレーートト剤剤をを用用いいたた Ca2+とと細細胞胞死死のの解解析析

大豆において活性酸素種により誘導される細胞死が Ca2+依存的であることが分かっている（Levine et 

al., Current Biol. 1996）。そこで ccdにおける細胞死が Ca2+依存的なものであるのかを確かめるために、

Ca2+チャネルブロッカーである La3+をキチンと同時処理した結果、細胞死が抑制されることを明らかに

している（2021 年年度度 植植物物生生理理学学会会でで責責任任著著者者ととししてて発発表表））。2022 年度は、Ca2+に高い選択性を示すキ

レート剤である BAPTAを用いてキチンによる細胞死誘導が Ca2+依存的であるかを明らかにするととも

に通常生育培地に含まれる Ca2+濃度を変化させ、Ca2+濃度依存的な細胞死誘導が起こるかを解析する。

2, Ca2+セセンンササーーG-CaMP用用いいたた Ca2+とと細細胞胞死死のの解解析析

細胞内の Ca2+濃度と細胞死の関係を細胞レベルで解析するために、カルシウムセンサーとして機能し、

Ca2+濃度が高いほど明るい蛍光を発する G-CaMPをWTと ccdに恒常的に発現させた形質転換体を作出
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する。

７．研究成果 

《《原原因因遺遺伝伝子子のの探探索索》》

1, InDelママーーカカーーのの作作製製

これまでの Re ゲノムの short-read シークエンスデータから得られた配列情報に基づいて、2022 年度

はヒメツリガネゴケが保有する 27 本の染色体において、合計 61 セットの Gd と Re を区別するための

InDelマーカーを設計した（挿挿入入図図 2）。

2, ママッッピピンンググ

これまでにGd背景に変異原処理して得られ

た ccd1と Reとの掛け合わせにより F1を単離

した。2022 年度は、さらに 1 回の掛け合わせ

により ccd1BC1F1 を単離した。ccd2 について

は ccd2F1を単離した。ccd1BC1F1 を用いてマ

ッピングを行った結果、第 12染色体の 5880565

から 6432700 の領域に低い組換え価を得た。

5880565から 6432700の領域、約 550kbには 50

遺伝子が存在する。さらに ccd2F1 を用いたマ

ッピングにおいても同じ領域に低い組換え価

を得た（2023年年度度 植植物物生生理理学学会会でで責責任任著著者者とと

ししてて発発表表））。

3, MutMap解解析析

ccd1 における原因遺伝子の同定を目的とし

て ccd1BC1F1を 150個体単離した。ゲノムを抽出後に均一に混合したゲノム DNAをバルクシークエン

スに供した。得られた 75~100塩基の配列を、Reゲノムの short-readシークエンスデータから得た Reゲ

ノムコンティグにアライメントすることにより、共通して Reと異なる原因 SNPをもつ箇所の同定を試

みた。シークエンスの結果、35Gb のデータ量を得ることができ、原因遺伝子座位として候補に挙がっ

た 11種のコンティグを得ることに成功した。しかしながら、5880565から 6432700の領域内の遺伝子に

は共通した原因 SNPは同定されなかった。この理由として、コケ植物の生活環は半数体の配偶体世代が

優勢であり、今回 MutMap解析には半数体のヒメツリガネゴケ原糸体を使用しているため、150個体と

いう数が少なかった可能性が考えられた。さらに、ヒメツリガネゴケゲノムは 450Mbであるので、今後

はゲノムサイズの 10倍から十数倍程度のデータ量を得ることで原因 SNPの同定が可能になることを期

待したい。さらに今後 Re の long-read ゲノムシークエンスを実施することにより Re ゲノムの整備につ

いて進める必要があると考える。

《ccdのの表表現現型型解解析析》

1, Ca2+キキレレーートト剤剤をを用用いいたた Ca2+とと細細胞胞死死のの解解析析

2022年度は、Ca2+に高い選択性を示すキレート剤である BAPTAを用いてキチンによる細胞死誘導が
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Ca2+依存的であるかを解析した。その結果、キチンで誘導される細胞死が BAPTA と同時処理すること

で抑制された。このことから、キチン誘導性の細胞死は Ca2+依存的であることが示された（2023年年度度 植植

物物生生理理学学会会でで責責任任著著者者ととししてて発発表表））。

2, Ca2+セセンンササーーG-CaMP用用いいたた Ca2+とと細細胞胞死死のの解解析析

細胞内の Ca2+濃度と細胞死の関係を細胞レベルで解析するために、カルシウムセンサーとして機能し、

Ca2+濃度が高いほど明るい蛍光を発するG-CaMPをWTと ccd1に恒常的に発現させた形質転換体を作出

した。今後、得られた形質転換体におけるキチン処理後の継時的な観察を蛍光顕微鏡を用いて実施する。

８．実用ならびに他の研究に活用された研究成果の内容 

なし。

９．残された問題点と今後の研究推進方策 

マッピングにより ccd変異体の原因遺伝子座は第 12染色体の 5880565から 6432700の領域、約 550kb

に絞り込まれた。この領域には 50遺伝子が存在する。今後、ccd1および ccd2のゲノムリシークエンス

を実施することにより共通して変異が生じている遺伝子を特定しその中から原因遺伝子を同定する。

１０．公表した成果一覧 

学会発表

1) 市橋武、安部優希、太治輝昭、坂田洋一、四井いずみ

ヒメツリガネゴケにおけるキチン誘導性細胞死変異体（ccd1）の解析

日本植物学会第 87回大会（京都）、2022年 9月 15日、17日〜19日

2) 市橋武、安部優希、太治輝昭、坂田洋一、四井いずみ

Physcomitrium patensにおけるキチン誘導性細胞死（ccd）変異体の単離および解析

第 64回日本植物生理学会年会（仙台）、2023年 3月 10日〜17日
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２０２２年度 東京農業大学 若手・女性研究者支援プロジェクト  

研究成果報告書 
 

 

                                       

                   研究代表者  眞榮田 麻友美 

 

 

１．研究課題名および予算額 

研究課題名 予算額(円) 

黒麹菌由来フェノール酸脱炭酸酵素の誘導・発現メカニズムの解明 1,000,000

２．研究組織 

  氏名 所属・職名 研究の役割 

研究代表者 眞榮田麻友美
応用生物科学部学部 醸造科学科

学科・助教

３．研究期間 

２０２２年６月８日～２０２３年３月３１日

４．研究の背景（当初） 

 泡盛は沖縄の伝統的な蒸留酒であり、3 年以上熟成させると芳醇な香りを持つ古酒になる。泡盛古酒

香の特徴香であるバニリンは米の細胞壁に結合しているフェルラ酸（FA）に由来している。泡盛醸造中、

細胞壁に結合している FA が黒麹菌が持つフェルラ酸エステラーゼによって遊離し、その FA が 4-ビニ

ルグアヤコール（4-VG）に変換され、貯蔵中に非酵素的酸化によってバニリンに変わることが知られて

いる。これまでに泡盛醸造中の 4-VG 生成は酵母や乳酸菌による酵素変換または蒸留時の熱によって生

成されると考えられていたため、酵母や乳酸菌の研究、蒸留方法の検討などが行われていた。一方で、

Aspergillus luchuensis のゲノムが公開された際にそのゲノム上に酵母や乳酸菌が持つフェノール酸脱炭

酸酵素（PAD）が存在することが明らかとなった。申請者はこれまでに黒麹菌由来フェノール酸脱炭酸

酵素（AlPAD）が泡盛醸造中の 4-VG生成の主要因であることを明らかにした。また、AlPADは製麹時

間と伴に発現量が増加すること、米ぬかなどで誘導されることを明らかにした。しかし、製麹後期で

AlPAD の発現量が増加する理由や AlPAD の誘導物質などは明らかになっておらず、これらを明らかに

することで AlPADの誘導・発現メカニズムの基礎的な知見を得られると考え本研究を着想した。

５．研究目的 

本研究は、4-VG生成に関わる転写因の探索および AlPADの誘導物質・誘導条件を明らかにすること

を目的として行った。
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６．研究（実験）方法 

①AlPAD転写因子の探索

 転写因子破壊ライブラリーを用いて、転写因子の探索を行った。各転写因子破壊株を完全合成培地で

18時間培養し、次に 1 mM FAを含む最小培地で 5日間培養し、AlPADの誘導を行った。誘導後、誘導

菌体を回収し、5 mM FAを含む生理食塩水に誘導菌体を添加し、24時間静置後、上清中に含まれている

4-VG量を高速液体クロマトグラフィー（HPLC）を用いて定量した。

②AlPAD誘導物質の探索

 黒麹菌を完全合成培地で 18時間培養し、誘導物質を含む最小培地で AlPADの誘導を行った。誘導は

0、24、48、72、96および 120時間行った。得られた誘導菌体をマルチビーズショッカーを用いて破砕

し、タンパク質抽出液を調整した。調整した抽出液を用いてタンパク質量を揃えてウエスタンブロッテ

ィングを行い、AlPAD のシグナル強度を ImageJ を用いて定量した。コントロールとしてリコンビナン

ト AlPAD（rAlPAD）を用いた。誘導時の培地上清中に含まれている糖類や FAはグルコース CII-テスト

ワコーまたは HPLCを用いて測定した。

７．研究成果 

①4-VG生成に関わる転写因子の探索

 液体培地で培養できなかった転写因子破壊株を除く計 112種の転写因子破壊株の 4-VG生成量を測定

した結果、計 23株において親株より 4-VG 生成量が増加し、残りの計 89株において 4-VG生成量が減

少した（図 1）。

図図1.親親株株とと転転写写因因子子破破壊壊株株のの4-VG生生成成量量のの比比較較
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倍倍
率率

親
株 各転写因子破壊株

親株の4-VG生成量を1とした時の各転写因子の4-VG生成倍率

最も 4-VG量が減少した転写因子破壊株は親株と比較すると約 1/50倍に減少していた。この転写因子

は分生子内の炭素源や窒素源の利用に関する転写因子であった。4-VG 量が減少した株はその他にも糖

新生代謝や窒素代謝系の関連遺伝子の抑制に関するもの、炭素源飢餓に応答し細胞外プロテアーゼの生

産に関与する転写因子などの破壊株であった。また、4-VG生成量が約 1/50倍に減少していた転写因子

は分生子のストレス応答や分生子の発芽に関する転写因子でもある。分生子関連において 4-VG 生成量

が減少した株は、分生子形成を正に制御するものや分生子の発芽や菌糸柄の成長に関する転写因子の破

壊株であった。このことから、炭素源や窒素源の代謝の異常や分生子形成に異常が起きることで 4-VG

生成量が減少する可能性が示唆された。

最も 4-VG生成量が増加した転写因子破壊株は親株と比較して約 8倍増加していた。この転写因子に

ついては機能が明らかになっていない。次に 4-VG 生成量が高かったのは、細胞壁分解酵素の発現に関

― 263 ―



与する転写因子であった。その他にもセルラーゼの制御に関する転写因子やガラクトースの酸化還元経

路に関する転写因子破壊株において 4-VG 量が増加していた。また、分生子の形成を負に調節する転写

因子や分生子柄の発達の調節に関する転写因子破壊株においても 4-VG 生成量が増加していた。その他、

糖新生や TCA サイクルの調節に関すると推定される転写因子、アミノ酸代謝や尿素回路に関する転写

因子破壊株において 4-VG 生成量が増加していた。これらのことから、一部の細胞壁分解酵素の生産や

代謝が抑制される、または炭素源や窒素源の代謝の異常、分生子の形成が正に調節されることで 4-VG

生成量が増加する可能性が示唆された。

 以上のことから、麹菌による 4-VG 生成は炭素源や窒素源の代謝、分生子の形成状態、細胞壁分解酵

素の生産とその生成物の代謝と関係があると推察された。

②AlPAD 誘導物質の探索

 これまでに米ぬかによって AlPAD が誘導されることが確認されていることから、本実験方法でも

AlPAD が発現するのか確認した。その結果、誘導 96 時間から 120 時間にかけて AlPAD の発現量が著し

く増加していることがわかった（図 2）。また、誘導時の培地上清中に含まれている単糖および FA を定

量した結果、培地調製時に遊離していた糖が 24 時間後にほぼ消費されていることが確認された（図 3）。

FA は誘導 0 から 48 時間目にかけて減少し、その後増加することが確認された。これまでに、麹菌は FA

を唯一の炭素源としても生育できることが確認されており、FA を遊離するフェルラ酸エステラーゼ

（FAE）は FA などによって誘導されることが知られている。よって、誘導前半の FA の減少は麹菌によ

って利用されたことで減少し、その後の増加は FAE によって植物細胞壁から FA が遊離したことによっ

て増加したと考えられた。このことから、誘導初期は糖類を代謝し、その後 FA などを利用することに

よって AlPAD が誘導後期に発現すると考えられた。

rAlPAD 24 48 72 96 1200

図図2. 1%米米ぬぬかか誘誘導導菌菌体体のの                            
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図図3. 1%米米ぬぬかか培培地地上上清清中中のの総総単単糖糖量量おおよよびびFA濃濃度度

 次に、1 mM FA を用いて誘導を行った。その結果、誘導 96 時間目から 120 時間目にかけて AlPAD が

発現していた（図 4）。しかし、その発現量は米ぬかの発現量の約 2/3 程度であった。このことから、米

ぬかには FA 以外の誘導物質が存在することが示唆された。

rAlPAD 24 48 72 96 1200 (h)

図図4. 1 mM FA誘誘導導菌菌体体のの                            

 次に 1%グルコース（Glc）で誘導した場合に AlPAD が発現するのか調べた。その結果、誘導 120 時

間後に AlPAD の発現が確認された（図 5）。次に、各誘導時間の培地中の残存 Glc 量を調べた結果、72

時間目に Glc がほぼ消費されていた（図 6）。このことから、AlPAD は Glc などの炭素源が無くなってか

ら 48 時間以上経過すると発現すると考えられた。
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図図5. 1%ググルルココーースス誘誘導導菌菌体体のの                            0
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図図6. 各各誘誘導導時時間間ごごととのの残残存存ググルルココーースス量量

 そこで、栄養豊富な完全合成培地で培養した培養菌体を炭素源を含まない最小培地に移し替えること

で AlPAD が発現するのか調べた。その結果、72 時間後に AlPAD の発現が確認された（図 7）。このこと

から、AlPAD は培地に含まれている Glc によって著しく抑制されている。または、炭素源飢餓状態にな

ると発現すると考えられた。

rAlPAD 24 48 72 96 1200 (h)

図図7. 炭炭素素源源をを含含ままなないい培培地地でで培培養養ししたた時時のの
                            

次に、各ウエスタンブロッティングから得られたシグナル強度を比較した結果、どの条件においても

1%米ぬか相当の発現量を示さないことがわかった（図 8）。このことから、米ぬかには FA 以外にも誘導

物質がある。または、糖による抑制解除と誘導物質による相乗効果によって誘導される可能性が考えら

れた。

1%米ぬか

1 mM FA
1%グルコース

図図8. 各各誘誘導導物物質質・・誘誘導導条条件件ごごととののAlPADののシシググナナルル強強度度
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８．実用ならびに他の研究に活用された研究成果の内容 

 特になし

９．残された問題点と今後の研究推進方策 

本実験では、AlPAD や 4-VG 生成に直接関与している転写因子や AlPAD の誘導に直接関与する誘導物

質や条件を明確にすることができなかった。よって、転写因子については RNA-seq などを用いて AlPAD

が誘導される条件下でどのような遺伝子が増減しているのか調べ、AlPAD の誘導・発現に関与している

転写因子などの遺伝子を明らかにしていく。一方で、4-VG 生成に関与していると推定される転写因子
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を選抜することができたことから、AlPADがどのような代謝と関連しているのか、今回選抜した転写因

子をもとに調べる。また、今回新たに炭素源飢餓状態で AlPAD が発現すると考えられたことから、炭

素源代謝やオートファジーなどとの関連性についても検討する。

１０．公表した成果一覧 

 なし
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研研究究所所記記事事

東東京京農農業業大大学学総総合合研研究究所所研研究究会会  令令和和４４年年度度事事業業報報告告

（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）

１１．．概概要要

１）フォーラム

令和 4年度は総研フォーラムを 2回、開催した。
２）研究会事務

総合研究所スタッフのうち事務局担当者により業務を遂行した。

２２．．会会員員数数のの状状況況

※種別変更による変動あり

３３．．諸諸会会議議のの開開催催

１）理事会

開 催 日：令和 4年 7月 8日（金）
開催方法：オンライン

２）第 41回 通常総会
開 催 日：令和 4年 7月 8日（金）
開催方法：オンライン 

３）特別講演

開催日：令和 4年 7月 8日（金）（第 41回 通常総会時に実施）
開催方法：オンライン

講演１テーマ：「日本版栄養プロファイルモデル試案の作成プロセスと妥当性評価」 

講 師：東京農業大学 教授 石見 佳子氏

講演２テーマ：「植物の環境ストレス応答と耐性の獲得機構の解明」

講 師：東京農業大学 教授 篠崎 和子氏

４）常任理事会

事業計画及び今後の事業方針等を検討した。

開 催 日：令和 4年 5月 30日（月）
開催方法：オンライン

出席者：常任理事等 11名
５）部会企画の特別活動

令和 4年度に部会の特別活動として実施された事業は以下のとおり。
・グローバル情報研究部会

「部会の企画による本の刊行」

・GIS研究部会
「JAの営農指導用デジタル地図作成と GISを活用した学生起業向研修会の準備」           

・食・農データサイエンス部会

R4.3.31
時点

入 会 退 会 R5.3.31
現在

顧  問 2 2
名誉会員 7 1 6
法人会員 183 3 11 175
個人会員 103 12 7 108
特別会員(Ａ)：総研職員(客員を含む) 118 13 4 127
特別会員(Ｂ)：東京農大教職員 204 7 2 209

合  計 617 35 25 627
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「食・農データサイエンス実践講座」

４４．．フフォォーーララムムのの開開催催

●地方創生とアグリビジネス アクアポニックス、廃校利用の事例
（主催：植物工場研究部会）

日  時：令和 4年 12月 7日（水）16時 20分～17時 20分
会  場：東京農業大学世田谷キャンパス横井講堂

プログラム：

１．オープニングガイド「SDGsと地方創生」 植物工場研究部会 部会長 山中 宏夫

２．「廃校を利用したオフグリッド型アクアポニックスの実現」

                     株式会社 HPRS 代表取締役 佐藤 弘幸

●農業・関連企業のイノベーション部会発足記念シンポジウム
～農業のイノベーションをどう興すか～

（主催：農業・関連企業のイノベーション部会

共催：東京農大経営者会議、グローバル情報研究部会）

日  時：令和 5年 1月 20日（金）13時 00分～17時 00分
会  場：東京農業大学世田谷キャンパス横井講堂

プログラム：

１．開会の辞 総合研究所 所長 矢嶋 俊介

２．部会長挨拶 農業・関連企業のイノベーション部会 部会長 堀田 和彦

３．農業×教育イノベーション 東京農業大学 学長 江口文陽

４．農業×加工イノベーション 前田農産食品株式会社 代表取締役社長 前田 茂雄
５．グローバル思考×イノベーション グローバル情報研究部会 武原 タイ
６．農業×起業イノベーション 株式会社農業総合研究所 代表取締役会長 CEO 及川 智正
７．パネルディスカッション

８．閉会の辞 東京農大経営者会議 会長 久保 富雄

５５．．「「東東京京農農業業大大学学農農生生命命科科学学研研究究所所  紀紀要要  第第 33号号」」のの刊刊行行
１）内 容：研究所記事として、総合研究所研究会令和 3年度事業報告を掲載
２）発行日：令和 5年 1月 1日

６６．．部部会会活活動動報報告告（（34部部会会））

◆部会名：稲・コメ・ごはん部会

◇部会長：佐々木 卓治   連絡幹事：辻井 良政

◇令和 4（2022）年度 活動報告
１．稲・コメ・ごはん部会 第 11回ウェビナー開催
～チルド米飯ニーズと加工製造課題に即応する超多収低アミロース米系統の早期育成～

チルド米飯ニーズと加工製造課題に即応する超多収低アミロース米新系統が、ゲノム育種と計量化学

手法を用いた育種法により進められている。加えて、低アミロース米に最適な冷蔵弁当・おにぎり等

の用途別成形性や米飯の低温流通特性の解明により、低アミロース米の普及加速化が計られている。

その結果、開発した品種が中食市場のチルド米飯用に採用され、家庭内外の食の簡便化（調理時間の

減少）や食品ロス削減に役立つと同時に、これら品種の需要喚起と契約栽培による安定生産が期待さ

れている。その最新情報をわかりやすく提供した。

2022年 10月 26 日(水) 15:00～17:35 約 60団体参加
１・「この事業の概要と目指すもの」

        渡邊 麻由子 (岩手県農業研究センター 生産基盤研究部 作物育種研究室)
２・「低アミロース米全般の品質、チルド適性について」

        岡留 博司 （農研機構 食品研究部門）

３・「実需者からの低アミロース米の評価について」

        安藤 美紀子 （伊藤忠食糧株式会社 米穀本部米穀サポート室）
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４・「低アミロース米の米胚乳酵素活性量解析」

        辻井 良政 （東京農業大学 応用生物科学部 農芸化学科）

５・「チルド米飯適性に優れた超多収低アミロース米系統の育成」

        小舘 琢磨 （岩手県奥州農業改良普及センター）

６・「低アミロース米品種のアミロース含有率の登熟気温応答の解析およびアミロース含有率の予測

手法の開発」

        熊谷 悦史 （農研機構 農業環境研究部門）

７・「低アミロース米の消費者ニーズ、社会実装」

        安江 紘幸 （東北農業研究センター 水田輪作研究領域）

２．稲・コメ・ごはん部会 第 12ウェビナー開催
～新機能コメ開発の最前線～

近年では、わが国におけるコメの消費は漸減傾向に歯止めがかからず、食味に重点を置いた改良のみ

ならず、健康機能改善に寄与する「新機能コメ」を開発し、新たな側面からのコメ消費増加を図るこ

とが強く望まれている。今回の研究会ではゲノム編集による新機能付与の可能性や既存の稲遺伝資源

や突然変異体の中から、目的とする新機能を備えた稲・コメを探索・育種する試みを紹介した。

2023年 2月 24日（金） 13：30−16:35 約 60団体参加
１・「ゲノム編集で何ができる? 狙った遺伝子のピンポイント改変とイネ育種」
          遠藤真咲 （農研機構生物機能利用研究部門）

２・「いまなぜ、高タンパク質米の育種なのか？」

          山本祐司 （東京農業大学応用生物科学部農芸化学科）

３・「コメ品種特異的な免疫制御機能」

          安達貴弘 （東京医科歯科大学難治疾患研究所・未病制御学）

４・「鉄分を増強したイネ品種の開発とその応用」

          齋藤彰宏 （東京農業大学応用生物科学部農芸化学科）

３．食・農データサイエンス勉強会第 2回公開シンポジウムに(セミナー（ハイブリッド）形式で実施)
令和 2年度と同じく、食・農データサイエンス部会と共催して開催した。
  開催日：2022年 11月 14日 約 100名参加

◆部会名：榎本・横井研究部会

◇部会長：原 珠里   連絡幹事：小形 浩道

◇令和 4（2022）年度 活動報告
本研究会では、例年年間 2回（夏季・春季）の研究会や講演会などを開催したが、令和４年度は新型

コロナウィルス感染拡大の状況が改善されなかったことや、本研究会の会員が比較的高齢であり感染リ

スクが高いことなどを考慮し、第５１回研究会の開催を断念した。榎本・横井両先生の業績や足跡など、

会員が個々に調査研究を進めている。

また、本学国際センター棟の「榎本ギャラリー」という展示スペースの設置に協力した。大学史資料

室で保管している榎本家所縁の品々を展示・解説したスペースとして、学祖の精神を具現化し後世に伝

えていく展示内容となっている。

◆部会名：おいしさ研究部会

◇部会長：松本 信二   連絡幹事：阿久澤 さゆり

◇令和 4（2022）年度 活動報告
部会長（松本信二）および学内企画委員（阿久澤、岩槻、前橋（3 名共に東京農業大学教員））を運

営組織とし、学外アドバイザー（山野善正：一般社団法人おいしさの科学研究所理事長）と共同運営に

おいて開催する企画の相談を行うべく、企画会議を開いた。参加者の便宜および新型コロナ感染症の社

会情勢を鑑み、ZOOM等を使用したオンライン視聴での講演会を下記の内容で開催することとした。
１．企画の相談：2022年度の活動について、9・12月にメール会議および電話連絡を中心に意見交換を
行った。

２．2023年度の活動について 3月にメール会議および電話連絡を中心に意見交換を行った。
３．開催企画の内容 

セミナー「おいしさと味わい」

１）開催日時（3月 22日水曜 13時～14時 45分）
２）場所：東京農業大学応用生物科学部食品安全健康学科会議室（配信元）

３）参加費：会員・非会員ともに無料
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４）①開会の挨拶  阿久澤さゆり おいしさ研究部会事務局代表 

②講演 『小豆餡のおいしさと水分および糖度との関係』

東京農業大学生物産業学部食香粧化学科教授 中澤洋三先生

③講演 『味覚 ～失って初めて大切さに気づくもの～』

がん病態味覚研究会  河合美佐子先生

④閉会の挨拶・おいしさ研究の動向 山野善正  一般社団法人おいしさの科学研究所理事長 
４．参加者 一般 43 名、運営委員 4 名

◆部会名：応用微生物部会

◇部会長：鈴木 健一朗   連絡幹事：細田 浩司

◇令和 4（2022）年度 活動報告

令和 3 年度末に行った第 1 回シンポジウムに続き、それを発展させた内容の微生物分類学に関するシ

ンポジウムを計画していたが、その途中で微生物分類学の第一人者で本学応生生物応用化学科教授だっ

た駒形和男先生が令和 4 年 9 月 9 日に亡くなったことを受けて、日本微生物資源学会(大熊盛也会長)が
微生物分類学に関する追悼シンポジウムを企画し、実行委員会が 11 月 29 日に発足し、本部会の企画委

員の田中尚人先生が実行委員長に就任し、部会長の鈴木も講演者となった。そのため、本部会のシンポ

ジウムと内容が重複することになったが、このシンポジウムにも本部会関係者が参加し、内容も本部会

の年度計画１の趣旨に沿ったものであることから、部会会員にシンポジウムの案内を配信できるよう、

本部会の協賛とすることを学会に要請し、学会理事会の承認を得た。その結果、主催者の学会からの配

信先は研究機関に限定的であったが、農大研究部会の配信先とはほとんど重複せず、特に民間企業から

多くの参加があった。シンポジウムの実施内容と、その実績は以下の通り。

「公益財団法人発酵研究所 学会・研究部会助成 駒形和男先生追悼公開シンポジウム新たな時代を拓

く微生物分類学：現状と展望」

日時：2023 年 3 月 6 日（月）

会場：東京国際フォーラム（ZOOM 配信による遠隔聴講のハイブリッドも併用）

主催:日本微生物資源学会 協賛：東京農業大学総合研究所研究会応用微生物部会

第 1 部 発酵研究所 学会･研究部会助成報告(省略)
第 2 部 日本微生物資源学会 微生物系統分類部会シンポジウム

「微生物分類学の今とこれから：駒形和男先生追悼シンポジウム」

1.「駒形和男先⽣の微⽣物分類学におけるご業績」鈴⽊健⼀朗（東京農業⼤学）

2.「放線菌に学ぶ ‒Kitasatospora 属及び Patulibacter 属との出会い‒」⾼橋洋⼦（北⾥⼤学）

3.「難培養微生物の実態解明と分類上の課題について」鎌形洋⼀（産業技術総合研究所）

4.「ゲノムシーケンスのさらなる⾼速化・低コスト化と微⽣物分類への影響」岩崎渉（東京⼤学）

5.「Polyphasic approach による Aspergillus 属の再分類」⽮⼝貴志（千葉⼤学）

6.「微⽣物資源と系統分類学のこれから」⼤熊盛也（理化学研究所）

登録者数 287 名(内会場参加 52 名)
農大とその OB15 名、研究会会員機関 51 名（うち応用微生物部会 42 名）

その他の大学 102 名、研究機関 71 名、一般企業 40 名、その他 8 名

登録者の内訳から、部会の協賛は適切だったと考えられる。

昨年度の計画の実施状況

１．シンポジウムは主宰として開催できなかったが、協賛シンポジウムがそれに変わることができた

と考えている。

２．３．については実施できなかったが、次年度、若干計画を変更して実施したいと考えている。

◆部会名：環境緑化部会

◇部会長：粟野 隆   連絡幹事：田丸 敬三

◇令和 4（2022）年度 活動報告

１．｢リカレントスクール・造園・２０２２｣の開催・運営（造園 CPD 認定プログラム）

※前年同様に、オンラインと対面での受講のハイブリッドでの開催を実施。

●メインテーマ：「人のつながりを軸にモノづくりの心と技を考える」

開催場所：グリーンアカデミー・ホール ３F 大会議室
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開催時間１８時３０分～２０時００分

第１回 令和 ４年 ９月１３日（火）

◎造園施工技術の伝承継承とそのネットワークとこれから

東京農業大学 地域環境科学部 造園科学科 非常勤講師

・緑進造園㈱ 代表取締役  （昭和５５造園学科卒）             齋藤 悟  氏

・㈱大場造園 代表取締役会長（昭和５６造園学科卒）             大場 淳一 氏

・㈱豊和緑地 代表取締役  （昭和６０造園学科卒）             豊田 弘  氏

・㈱昭立造園 代表取締役  （平成１３造園学科卒）             阿部 晋也 氏

第２回 令和 ４年１０月１８日（火）

◎庭園づくり古今とそのネットワークとこれから

・㈱植芳造園 代表取締役会長（昭和４４造園学科卒）             井上 剛宏 氏

第３回 令和 ４年１１月 ８日（火）

◎短編映画祭や旅行企画案内業務を通じたモノゴト具現化のためのネットワークとこれから

・㈱佐世保映像社 代表取締役（平成 ２造園学科卒）             志岐 誠  氏

・フリーランスエディター  （平成 ２造園学科卒）      石田(島崎) 美佐子 氏

第４回 令和 ４年１２月２０日（火）

◎アメリカにおける公園緑地や日本庭園づくりとそのネットワークとこれから

・Zen Associates 代表取締役（昭和４９造園学科卒）   阿部 伸一郎 氏(NY 在)
・Kurisu International Co., Ltd. （平成１２造園学科卒）   篠原 清彦 氏(ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ在)

第５回 令和 ５年 １月１７日（火）

◎東京農業大学造園科学科 100 周年記念事業について

・東京農業大学 地域環境科学部 造園科学科教授 （前造園科学科長）

（平成 ４年 農修士卒）    鈴木 貢次郎 氏

 ※東京農業大学緑友会（全国）（主管：東京緑友会）・東京農業大学造園科学科・

大学院造園学専攻との共催（延参加者人数 459 名（学生含））

２．「東京農大 緑のフォーラム ２０２２」の共催(世田谷キャンパス)
令和 ４年 ５月２１日（土）（会場は教職員・学生のみ。その他はオンラインの開催）

●ＭＬＡ Ａｗａｒｄ 受賞者講演

◎「TLS 点群データを用いた戦災樹木に対する焼焦げの定量化手法と被災推定への応用」

                                   古賀 大誠 氏

◎「横浜市大岡川上流域における土地被覆と雨水流出抑制を軸にしたグリーンインフラ

形成に関する研究」                              田中 亮平 氏

◎「スダジイとツブラジイの滞水耐性に関する研究」          松永 佳子 氏

●第４８回造園大賞受賞者講演

◎「多年草を主体とした風景づくりを軸に自然と地域と人をつなぐ」

・「Gardener -詠-」代表 (平成１２年農学科卒)            平工 詠子 氏

◎ 「福岡を起点とした九州における産官学民連携のランドスケープ教育実践」

・西日本短期大学 教授・緑地環境学科長 (平成 ６年造園学科卒)  西川 真水 氏

※主催：東京農業大学造園科学科・大学院造園学専攻 共催：東京農業大学緑友会

３．「緑の技術発表会「ポスターセッション２０２２」」の共催 中止

◆部会名：きのこ研究部会

◇部会長：阿部 尚樹   連絡幹事：本間 裕人

◇令和 4（2022）年度 活動報告

★ 幹事会を実施し、運営に関する審議を行った。

前部会長である江口文陽学長から部会の運営についての引き継ぎを実施し、さらに部会長と連絡幹

事間で複数回会合を開いて運営方針を審議した。

★ 9 月 17 日に『きのこ研究部会 2022 年度 シンポジウム』を対面（東京農業大学 世田谷キャンバス 
サイエンスポート 8F エアーブリッジ)と Zoom 配信によるハイブリッド形式で開催し、70 名以上の

方々にご参加頂いた。

シンポジウムテーマ

「きのこ産業の現状と研究の最前線」

13：10～14：00 特別講演 フィリピンセントラルルソン州立大学 副学長

          Renato Gutierrez REYES 氏
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 “Recent ADVANCES ON MUSHROOM RESEARCH AND DEVELOPMENT IN THE PHILIPPINES”
14：00～14：30 講演 林野庁 特用林産対策室 室長 塚田 直子

 「きのこをめぐる状況について」

14：30〜15：00 講演 東京農業大学 学長 江口 文陽

 「機能性食品素材としてのきのこ研究と消費拡大への挑戦」

15：00〜15：20 休憩ならびに交流時間
15：20～15：50 講演 南九州大学 教授 吉本 博明

 「SDGsときのこ栽培システム ～廃菌床利用による地域循環～」

15：50～16：20 講演 東京農業大学 教授 篠原 弘亮

 「きのこ細菌病の生物的防除への取り組み」

★ ポスタープレゼンテーション

コロナ禍であることを勘案し実施を見送った。

★ 研究部会への問い合わせなどを介したテレビや新聞取材の対応

テレビ番組や新聞記事への情報提供を部会長および幹事が対応し東京農業大学におけるきのこ研究

について情報公開した。

◆部会名：グローバル情報研究部会

◇部会長：立岩 寿一   連絡幹事：武原 タイ、板垣 啓四郎

◇令和 4（2022）年度 活動報告
1）GIAホームページ アップデート（テキスト・画像）。詳細 gia-nodai.com

6/4/2022 “Just Walk Out“   武原タイ
8/3/2022 “話題の図書“ 板垣啓四郎
1/16/2023 “第 1回 GIA「グローバルに未来を思考する」出版記念の会開催さる“ 鎌塚トシ
1/26/2023 “「グローバル思考 x イノベーション」農業・関連企業イノベーション部会キックオフ
     シンポジウム“ 武原タイ （＊ 第 6回 GIAコラボ）
3/2/2023 “グローバルキャリアプログラム/シドニー視察報告“ 鎌塚トシ
3/4/2023 “第 7回 GIAコラボ「SAM x GIA」科学的経営と農業“ 武原タイ
3/9/2023 “「バージニア工科大訪問 日本語学習 報告“  鎌塚トシ

2) GIAコラボ 開催

第 6回 GIAコラボ：農業・関連企業イノベーション部会発足記念シンポジウム
1/21/2023 @農大横井講堂、〜農業のイノベーションをどう興すか〜
（講演者）   江口文陽「農業 x 教育イノベーション」
        前田茂雄「農業 x 加工イノベーション」
        武原タイ「グローバル思考 x イノベーション」
        及川智正「農業 x 起業イノベーション」
第 7回 GIAコラボ：「SAM x GIA」科学的経営と農業 講演会

2/20/2023 @東京駅サピアタワー9F産業能率大セミナールーム 2
（講演者）   及川智正「ゼロから上場まで〜新しい農産物流通への挑戦〜」

3）GIA出版実行委員会 書籍「グローバルに未来を思考する」上梓

4/22/2022 GIA出版実行委員会ミーティング＠町田 板垣啓四郎・長尾聡・渡邊文雄・武原タイ

7/22/2022 昨年度からの部会活動計画に従い「グローバルに未来を思考する」を農大出版より発行
1/12/2023 “出版記念の会“を執筆者と開催＠グリーンアカデミーホール＋懇談会＠天狗 入江憲治・大

西彰博・鎌塚俊徳・鈴木伸治・立岩寿一・長尾聡・藤川智紀・本間惇・薮野通夫・武原タイ

4）GIAアルコー会、リーダー会 実施

第 10回 GIAアルコー会 in 函館
8/21-23/2022 榎本武揚ゆかりの地函館を訪れ五稜郭・碧血碑・北海道駒ヶ岳を歩く(＋青山ほとり発祥
の地と言われる湯の川温泉泊)  長尾聡・飯山レイモンド・武原タイ
第 11回 GIAアルコー会 in 長野・山梨、第 1回 GIAリーダー会(読書会)＠八千穂
1/21/2023 長野県南牧村キャベツ館・野辺山国立天文台電波望遠鏡・佐久の農大 OB経営レタス農家を
視察し八千穂 GIA特別ログハウス泊、岩波新書「ガルブレイス」を題材に第 1回読書会を実施
1/22/2023 山梨県勝沼の葡萄畑を巡りワイン工場訪問見学 板垣征四郎・長尾聡・武原タイ

◆部会名：昆虫バイテク部会

◇部会長：長島 孝行   連絡幹事：櫻井 健志
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◇令和 4（2022）年度 活動報告
昨年度に引き続き、活動を見合わせていた。新しい時代に即した昆虫機能利用の部会（名称も変更する

予定）に移行する予定で準備を進めている。

◆部会名：沙漠緑化研究部会

◇部会長：豊田 裕道   連絡幹事：鈴木 伸治

◇令和 4（2022）年度 活動報告
【幹事会】

メール会議にて行った。

【令和 3年度活動報告会および令和 4年度定時総会】
令和 4年 7月 23日、東京農業大学世田谷キャンパスにおいて、対面（1号館 231教室）とオンライ
ン（zoom）のハイブリットで開催した。
＜報告会＞     (1) ジブチ共和国のマングローブ

東京農業大学 国際食料情報学部 国際農業開発学科 助教 檜谷 昴

(2) Solanum incanum及び S.somalenseの土壌改良資材としての有用性
東京農業大学大学院 地域環境科学研究科 林学専攻

博士前期課程 2年 加藤 康太
【講演会】

令和 5年 3月 8日、東京農業大学世田谷キャンパスにおいて、「極乾燥地域ジブチにおける持続可能
な農牧業を目指した共同研究 - Collaborative Studies for Sustainable Agropastoral of Extremely Dry 
Environment in Djibouti -」と題し、対面（サイエンスポート 8Fエアーブリッジ）とオンライン（zoom）
のハイブリットで開催した。日本沙漠学会沙漠工学分科会との共催による。

＜プログラム＞ (1) Overview of the SATREPS project studies 
Sawahiko Shimada (Tokyo University of Agriculture)

(2) Discovery of Spirulina in Lake Abbe in reference to its distribution in East Africa
Ibrahim Souleiman Abdallah (University of Djibouti)

(3) The chemical composition of the Djiboutian water resources
Idil Mouhoumed Elmi (University of Djibouti)

(4) Agroresources in Djibouti
Abdillahi Houssein Abdallah (University of Djibouti)

(5) Grazing capacity parameters collected from Ali Sabieh rangelands in Djibouti 
Rikako Kimura and Akira Kurosawa (Tokyo University of Agriculture)

(6) Sustainable Agro-pastral experimental field establishment in Douda, Djibouti
Fumio Watanabe and Atsushi Sanada (Tokyo University of Agriculture)

【地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）の諸活動の支援】
本研究部会のメンバーの多くが参加している、SATREPSプロジェクト「ジブチにおける広域緑化ポテ
ンシャル評価に基づいた発展的・持続可能水資源管理技術確立に関する研究」について、研究部会と

して支援を行った（主に情報提供やカウンターパート研修生受入れ支援など）。

現地研究者とリモートで情報交換を行った。

【寄稿】

東京農業大学総研研究会グローバル情報研究部会が出版する書籍「グローバルに未来を思考する －

Society5.0時代の食，農，環境，エネルギー－」に寄稿した。
【その他】

とくになし。

◆部会名：GIS研究部会
◇部会長：鈴木 充夫   連絡幹事：畑中 勝守、下嶋 聖

◇令和 4（2022）年度 活動報告
1. 幹事会の開催：令和 4年 5月、6月、10月にオンライン＆メールで開催した。
2. 東京農大と包括連携協定を締結している（株）パスコと産学連携組織「次世代農業サポート研究会」

の設立と設立シンポジウムの開催（参加者 100名）。
日時 2022 年７月 22 日（金） 13：00～16：50 
総会・シンポジウム：オンライン開催

「有機農業に向けたコンソーシアムの実現を目指して」岩佐哲司 JAぎふ組合長
「日本農業のこれからと農協の役割」 末松広行農大特命教授（前農林水産事務次官）
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「宇宙から見えるもの」  島村秀樹（株）パスコ社長

3. 次世代農業サポート研究会 実践研修会の開催（参加者 8名）
開催日時：2022 年 11 月 18 日（金） 13 時半～16 時
テーマ：「半農でお金を稼ぐ～「菜園起業」とはなにか？」

講 師：株式会社菜園クラブ 代表取締役 増山 博康 氏

主 催：東京農業大学 GIS研究部会次世代農業サポート研究会・農大サポート
共 催：（株）パスコ・全国共同出版

4. 事業承継フォーラムの開催（参加者 30名）
開催日時：2023年 1月 18日（水）18時～20時（開場 17時半）
会 場：AgVenture Lab（アグベンチャーラボ)
主 催：有限会社たけもと農場

共 催：一般社団法人家の光協会、東京農業大学総合研究所 GIS研究部部会
5. 次世代農業サポート研究会 スマート農業研修会の開催（参加者 10名）
開催日時：2022 年 12 月 20 日（火） 13：30～16：30
・農研機構が運営する「ＷＡＧＲＩ」の紹介 13:30～15:00 
講師：農研機構ＷＡＧＲＩ推進室 二宮 芳継 氏

・目標地図作成のためのポリゴンと台帳マッチング研修 15:00～16:30 
講師：（株）パスコ経営戦略本部事業戦略室 河野 誠忠 氏

主 催：東京農業大学 GIS研究部会
会 場：東京農業大学 世田谷代田キャンパス

6. 有機農業コンソーシアムワークショップの開催打ち合わせ（JAぎふ：2022年 12月 4日）
【講師】

下嶋聖 （東京農業大学地域環境科学部地域創成科学科）

矢野加奈子（合同会社流域共創研究所だんどり/東京農業大学非常勤講師）
鈴木充夫 （前東京農業大学教授）

【目的】

有機農業コンソーシアムの設立に合わせ、生産者、消費者、関連団体の有機農業普及に向け、DXの
活用、有機農業の印象、課題、普及のためにどのようなWSが必要なのを話あった。

7. 農大メソッド研修 JAさが GIS地図作成研修（2023年 3月１日、2日、参加者学生 4名）
場所：東京農業大学地域創成学科計算室

講師：河野誠忠、下嶋聖、鈴木充夫

◆部会名：芝草部会

◇部会長：高橋 新平   連絡幹事：大橋 邦雄

◇令和 4（2022）年度 活動報告
・令和 4年度 現地コース視察（東京農業大学グリーン研究会共同開催）参加者 27名
 日時：令和 4年 8月 30日（火）8：00～
 場所：袖ヶ浦カンツリークラブ 袖ヶ浦コース

 内容：①東京農業大学グリーン研究会会員、総合研究所芝草部会会員によるコース視察

    ②会員各個人による視察所見・意見交換会（同クラブハウス内にて）

・令和 4年度 第 89会夏期研究会（現地開催）
（東京農業大学グリーン研究会合同開催）参加者 28名
 日時：令和 4年 8月 30日（火）14：30～
 場所：袖ヶ浦カンツリークラブ 袖ヶ浦コース

 内容：①『コースに花を』講師 東京農業大学客員教授（社団）日本パブリックゴルフ協会理事濱野

周泰先生

◆部会名：就農者推進教育研究部会

◇部会長：平野 繁   連絡幹事：小池 安比古

◇令和 4（2022）年度 活動報告
 以下のように、研究部会独自の活動と、農学部で開講している「農業インターンシップ（一）」と「農

業インターンシップ（二）」に関係する活動を実施する計画でしたが、新型コロナウイルスの影響で、

計画していた活動の一部を、やむなく中止した。

＜幹事会＞
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随時、必要に応じて、メールなどのオンライン形式で実施した。

＜農業応援ツアー・農業体験・農家実習の受入先実地調査＞

夏休みに、研究部会の教員による、現地調査を予定していたが、新型コロナ感染拡大によって中止し

た。

＜第 16回新規就農推進フォーラム＞
夏休みから、後学期にかけての、新型コロナ感染拡大により、開催を見合わせた。

＜農業応援ツアー・農業体験＞

①農業応援ツアー in福島県北塩原村は、夏休みの新型コロナ感染拡大によって中止した。
②農業体験 in高知県も、夏休みの新型コロナ感染拡大によって中止した。
＜農業インターンシップ（一）の実施＞

毎週木曜日 16:20～17:50に 1103教室で実施。15回の講義の「学習内容」は、例年通り、日本農業の
現状、および、夏休みの「農家実習」先決定の為の情報公開を中心とした。

さらに、3年ぶりに、夏休みの期間中に、農業インターンシップ（一）履修学生 68名、ならびに、昨
年度、一昨年度の農業インターンシップ（一）履修学生のうちの希望者 4 名に対し、「農家実習」を
実施しました。うち、8名の実習先は、夏休み直前からの新型コロナ感染拡大により受入中止となり、
残りの 64名は、22カ所の実習先で実習を実施した。
＜農業インターンシップ(二)の実施＞
毎週木曜日 16:20～17:50に 1103教室で実施。15回の講義の「学習内容」は、夏休みの「農家実習」
報告など、アクティブラーニングを主体とした。

なお、後学期定期試験後、農業関連産業の見学会として、農協関係で、「ＪＡ全農 営農技術センタ

ー」と「ＪＡあつぎ 夢未市」、流通関係で「大田市場」、農業試験場関係で「神奈川県農業技術セン

ター」、農業関連の民間企業として「北興化学工業（株）開発研究所」を予定していたが、新型コロナ

感染拡大防止の点から、受け入れ先と協議の結果、中止とした。

＜日本農業労災学会 第９回大会（第９回シンポジウム）の共催＞

2022年 10月 21日（金）13:00～16:30に、上記の大会を、労災対策研究部会、農業協同組合研究部会
と共催して、ハイブリッド開催（東京農業大学世田谷キャンパス横井講堂＋Zoom によるオンライン
参加）した。

◆部会名：醸造食品部会

◇部会長：舘 博   連絡幹事：穂坂 賢

◇令和 4（2022）年度 活動報告
1. 部会総会の開催
令和 4年 6月 24日（金）第 12回総会をオンラインにて開催、参加会員は 15名であった。

2. 講演会の開催
第 13回 講演会を行った、開催概要は以下のとおり。
講演内容：「卸売業における商品開発 ～新たな市場を創出する～」

講演者：国分本社株式会社 マーケティング・商品統括部商品開発部 部長 織田啓介氏

開催日：令和 4年 6月 24日（金）、13:20～14:30
開催形式：農大サイエンスポート エアーブリッジでの対面および ZOOM 同時配信
参加者：オンライン 68名、対面（主に東京農大醸造学科学生）149名、計 217名

3. 研修会（工場見学会）の開催 

第 13回 オンライン研修会（工場見学会）を開催した。開催概要は以下のとおり。

見学先：坂元醸造 株式会社（鹿児島県霧島市福山町）

開催日：令和 4年 11月 4日（金）、15:00～16:00
開催形式：ZOOMでのオンライン見学会
参加者：42名

4. 幹事会の開催
オンラインによる幹事会を 2回開催した。
1) 令和 4年度第 1回幹事会（第 31回） 令和 4年 4月 22日（金）、15:00～
出席者；舘 博 部会長、穂坂 賢 連絡幹事、茂木浩介（学外）、小島 賢（学外）、塚田 孝（学外）、

前橋健二（学内）石川森夫（学内）、大西章博（学内） 以上 8名
2) 令和 4年度第 2回幹事会（第 32回） 令和 5年 3月 22日（水）、15:00～、
出席者；舘 博 部会長、穂坂 賢 連絡幹事、茂木浩介（学外）、小島 賢（学外）、塚田 孝（学外）、

八木聖史（学外、オブザーバー参加）、門倉利守（学内）、前橋健二（学内）石川森夫（学内） 以上

― 275 ―



 

 

9名
5. 親睦会の開催
親睦会については、コロナ感染拡大に伴い開催を見送った。

6. その他
1）次年度の工場見学会の候補とて三和酒類株式会社（9月実施で調整中）と嘉美心酒造株式会社（岡
山県浅口市；要請中）で準備検討中。

2）エバラ食品工業 小島 賢氏からエバラ食品工業 八木聖史氏に交代することが承認され、小島氏に

ついては次年度、幹事会等オブザーバー参加して頂くことが承認された。

3）次年度連絡担当幹事を穂坂先生から石川に変更することが承認された。

◆部会名：食育研究部会

◇部会長：中村 靖彦   連絡幹事：上岡 美保

◇令和 4（2022）年度 活動報告
令和４年度のスタートに当たり、依然コロナ感染の不安と会員の高齢化も含め状況を注視して下記の勉

強会を開催しました。

①5月 27日 総会記念講演「大丈夫か？日本の食～ロシアのウクライナ侵攻に想う～」

講師：中村 靖彦（寺小屋塾長）

会場：日本記者クラブ内会議室

参加人数：40名
②11月 30日 「冷凍食品をおいしく食べる時代へ～急速冷凍技術～」

講師：津田谷 英樹氏（㈱テクニカン 広報課長）

会場：東京農業大学「「食と農」の博物館 セミナールーム

参加人数：18名
③令和 5年 1月 17日 「健康な白寿を迎えるために」

講師：新井 康通氏（慶応義塾大学 白寿総合研究センター長）

会場：日本記者クラブ大会議室

参加人数：25名

◆部会名：食と農の環境工学部会

◇部会長：中村 好男   連絡幹事：藤川 智紀

◇令和 4（2022）年度 活動報告
１．幹事会の開催

・令和 4年 6月 16日
   令和 3年度活動報告および令和 4年度企画案の検討
・令和 4年 7月 14日
   研究会開催案の検討

・令和 4年 10月 6日
  研究会開催に関する事前情報収集の実施状況の検討

・令和 5年 2月 27日
   令和 4年度活動報告案および令和 5年度活動計画案の検討
２．活動報告

 （1）当初計画
①研究会開催にかかわる事前情報収集

目的：「みどりの食料システム戦略」に関する意義と全国展開に関する情報収集

②研究会の開催

目的：農林水産省は 2021年 5月に「みどりの食料システム戦略」を策定し、2050年までに農業
の生産性を向上させながら、より積極的に環境保全型の技術を取り入れることを目指すことに

した。そこで、この戦略において環境工学がどのような役割を果たすことができるかについて

研究会を開催して検討する。

テーマ：「みどりの食料システム戦略」における環境工学の役割（仮題）

 （2）結果
①研究会開催にかかわる事前情報収集 

・実施日 

令和 5年 4月 5日
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  農林水産省農村振興局での聞き取り調査

 令和 5年 1月 13日
  埼玉県および葛西用水路土地改良区での聞き取り調査

 令和 5年 3月 16日
  関東農政局での聞き取り調査

・調査結果

 みどりの食料システム戦略における環境工学の役割については、温室効果ガス排出削減のた

めの水田の中干し延長対策、農業用水路の熱エネルギーを利用する省エネ・低炭素化対策、農業

生産と洪水被害を両立できる田んぼダム対策、水害の危険性を予測し被災情報を共有するため

池防災支援システムの構築、ICTを活用した水田水管理システムの構築、バイオ炭等を用いた農
地への炭素貯留技術の構築、農業用水の小水力発電の拡大などが確認できた。

②研究会の開催

 みどりの食料システム戦略における環境工学の役割について事前に情報収集を行った結果、研

究成果を体系化して全国展開するまでには至っていないことが判明したため、今後の全国展開の

推移を見極めつつ研究会の開催は次年度以降に見送ることにした。

③その他

 グローバル情報研究部会から「グローバルに未来を思考する－Society5.0 時代の食、農、環境、
エネルギー－」を出版する計画において、当部会に原稿の執筆依頼があり、「生産基盤整備から

みた農業と環境のこれから」について、当部会連絡幹事の藤川智紀教授を筆頭者として執筆協力

を行い、同書は令和 4年 7月に農大出版会から出版された。

◆部会名：食の安全と安心部会

◇部会長：五十君 靜信   連絡幹事：美谷島 克宏、田村 倫子、煙山 紀子

◇令和 4（2022）年度 活動報告
【年間イベント】

（１）第 5回シンポジウムの開催
開催日時：2022年 11月 30日（水）13時から
開催方式：YouTubeによるオンライン開催,FSRCとの共催
参加費：無料（事前登録必須）     

概要：食品安全の最新動向と抱える課題の解決に向けて

食の安全と安心部会では、年に一度食の安全に関するシンポジウムを開催している。2022 年度は第
5回シンポジウムを、2022年 4月より発足した学校法人東京農業大学食品安全健康センター（FSRC）
との共催で開催した。シンポジウムの第一部では、改正食品衛生法施行後の食品のリスクマネージメ

ントの現状について報告した。第二部では、食品安全の抱える最近のトピックスとして、ゲノム編集

食品の安全性、東日本大震災後 10年の放射線汚染土壌の食品への影響に関する内容を取り上げ、「食
の安全」について議論を行った。

一般参加登録者 699名、視聴回数 1059、同時視聴者数 最大 411、 平均 336、
学生 農芸化学科 160名、栄養科学科 240名、食品安全健康学科 160名
計 約 1260名が参加した。

【会議】

（１）部会運営会議

7回開催し、令和 3年度の活動方針と第 4回シンポジウムの開催とその内容を総括した。
4月 15日・・・本年度の活動方針の確認
6月 9日・・・シンポジウム開催を検討
7月 6日・・・シンポジウム開催方法とプログラムの検討
8月 1日・・・シンポジウム開催方法と演者の検討
9月 6日・・・シンポジウム開催方法と広報の検討
10月 18日・・・シンポジウム開催方法の実際の確認
11月 16日・・・シンポジウム開催最終確認、事前準備

【その他】

（１）部会会員の獲得

部会の会員増を図るための母体の検討および呼びかけを積極的に行なった。

◆部会名：食・農データサイエンス部会
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◇部会長：金谷 重彦   連絡幹事：辻井 良政、瀧川 義澄

◇令和 4（2022）年度 活動報告
１．食・農データサイエンス勉強会（ウェビナー配信で実施）

部会単独の活動として、実データを用いた食・農データサイエンス勉強会を実施した。

スケジュールが合わず勉強会に参加できない会員のため、録画は YouTubeで限定公開した。
第 1回 2022年 7月 28日テーマ「Rとは。プログラミングの基礎。」 約 30名参加
第 2回 2022年 9月 28日テーマ「教師なし機械学習。ヨーグルトのデータを用いた PCA解析。」 

約 30名参加
第 3回 2023年 1月 19日テーマ「食品データ分析の統計管理」 約 30名参加

※勉強会の内容をより理解するための「寺子屋」も実施（3回）
２． 第 2回公開シンポジウム(セミナー（ハイブリッド）形式で実施)
令和 3年度と同じく、稲・コメ・お米部会と共催して開催した。
開催日：2022年 11月 14日 約 100名参加
プログラム

1.食・農データサイエンスことはじめ いまなぜ R!
2.結果をみながら理解しよう～プログラミングでこんなこともできる・わかる～
2.1話題 1. 官能試験で活用： Three Way Component Analysis
2.2話題 2. 食品分析データの精度を考える：統計学的精度管理
2.3話題 3. お米の成分と呈味官能評価の関係モデルの構築：回帰モデル
2.4 課題 4. 広域ドローン撮影からの反射スペクトル値（非破壊）による、茶葉の化学成分推定の検
討 

※第 2回公開シンポジウムの録画は総研研究会ウェブページにて公開した。
３．特別活動補助事業：『Rを活用した食・農データサイエンス実践講座』
本事業は、公開シンポジウムと同じく、稲・コメ・お米部会と共催して開催した。

開催日：2022年 11月 17・18日 約 66名参加
プログラム

～R を活用した解析プログラムの基礎から適用事例まで～
１．食農データサイエンスとは

２．R プログラミング基礎
３．統計検定: 連続分布による統計学実習 ：離散分布による統計学
４．多変量データの視覚化: PCA 、 Three Way Component Analysis 、視覚化法
５．食品分析と統計学：外れ値 の 理解 など

６．食品栄養成分表からのマイニング：機械学習

７．お米 の機械学習

８．棒茶の R 解析
  ※実践講座の録画ビデオは、YouTubeで部会員限定公開した。

４．書籍や学会等による食・農データサイエンスの有用性紹介と部会紹介

書籍発行 実践 食農データサイエンス: Rを活用した解析プログラムの基礎から適用事例まで（2022年
9月）
日本食品化学学会誌 29巻 3号（2022年 12月）に資料として事例紹介を投稿した。
ニュースレター『DSCFA Letter』No.1(2023年 3月)の発行を実施した。
第５回日本食品衛生学会近畿地区勉強会（2023年 2月）にて講演と部会紹介を行った。
５．部会状況

会長 1名、副会長 1名、幹事（企画担当）6名、連絡幹事 2名
会員 51名（うち個人会員 21名、法人会員 11機関） ※2023年 3月現在

◆部会名：植物工場研究部会

◇部会長：山中 宏夫   連絡幹事：小野瀬 淳一

◇令和 4（2022）年度 活動報告
・植物工場(温室型、閉鎖型)、アグリビジネス最新動向などを会員向けに情報提供。
  （書籍、資料購入） （個別面談は未実施）

・植物工場見学会実施（東京都中央区銀座 銀座伊東屋 Farm）
  第１回 2022年 11月 29日 15時～16時 12名参加
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  第２回 2023年 1月 23日 14時 30分～15時 30分 8名参加
・総研フォーラム開催協力

◆部会名：森林文化研究部会

◇部会長：佐藤 孝吉   連絡幹事：吉野 聡

◇令和 4（2022）年度 活動報告
１．総会の開催

会議日程の調整および新型コロナウイルスの影響をうけて、対面で実施せずメールでの報告と確認を

行った（2023年 1月 12日）
２．活動報告

１）サイエンスポートの階段材に関連するリーフレットについて、関連企業への聞き取り、資料の確

認をしたうえで、約 3,000部の印刷をおこなった。作成したリーフレットは各部署に配布した。
２）森林文化に関する資料作成、共同セミナーの開催など。

○ 木祖村の箸についての調査を、教育後援会会長、幹事長に同行していただき、上松町、木祖村、

飯田市でおこなった。トレーサリビティや加工の仕方が変化していることがわかり、新たな資料

作成を計画した。

○ 資料については、森林文化論をはじめ学生や受験生への説明と配布を行った。セミナーなどは実

施しなかった。

３）森林文化に関連する学会報告を行う。

○ 関東森林学会で報告（2022年 10月 25日）
 サイエンスポートのログベンチについて報告；佐藤孝吉（2022）東京農業大学奥多摩演習林に
おける間伐材のログベンチ利用

◆部会名：生物的防除部会

◇部会長：河津 圭   連絡幹事：足達 太郎

◇令和 4（2022）年度 活動報告
Ⅰ広報事業
①講演会の開催：農業病害虫の生物的防除などに関連する講演会を webにて３回開催
第１回（2022/6/21）
演題 1 「BT剤の殺虫活性変動に関する研究（寄主植物-BT剤-害虫の 3者系）」
諫山真二氏（住友化学）

演題 2 「天敵利用の果樹ハダニ防除（W天敵）」
外山晶敏氏（農研機構 植防研－果樹茶）

演題 3 「グローバル GAPについて」
今瀧博文氏（アグロ カネショウ）   

第２回（2022/11/8）
演題 1 「タケ由来ミミズ堆肥の植物病害への発病抑制効果とその要因」
東條元昭氏（大阪公立大学農学研究科）

演題 2 「昆虫病原性微生物の感染機構と化学農薬との相乗効果」
神谷克巳氏（岐阜県病害虫防除所）

演題 3 「生産現場から考える生物的防除~100年後の当たり前を目指して~」
畠山修一氏（フリーランスの普及指導員 (元埼玉県農林部所属)）
演題 4 「石原産業の生物農薬開発の取り組み」
森光太郎氏（石原産業㈱中央研究所 生物科学研究室 生物・開発グループ）

第３回（2023/2/7）
演題 1 「岐阜県における化学農薬削減に対する取り組み」
杖田浩二氏（岐阜県農業技術センター）

演題 2 「ナシ害虫の防除、主に株元草生によるハダニ類防除について」
中井善太氏（千葉県農林水産部 山武農業事務所）

演題 3 「BT剤（Bacillusthuringiensis）の家庭園芸への応用」  

勝本俊行氏（住友化学園芸㈱ 研究開発部 製品開発センター）

②生物的防除部会ニュース発行

76号、77号、78号 PDFを送付、または HP上で公開 希望者には印刷物を郵送（約 20件）
③ホームページの管理運営：ニュースレターのバックナンバーをホームページに掲載
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http://www.ipm-bio.jp/bukai_news.html
Ⅱ情報収集および交流事業  学会・研究会へ参加して情報収集および交流

Ⅲ会議
①通常幹事会: webにて実施（6/7、10/25、2/7）
講演会の演者選定、会則の改定など

②総会: web検討、承認（6/30 回答締切）
1）2021年度事業報告および会計報告、監査報告
2）2022年度事業計画案および予算案
3）会則改正について

◆部会名：生命科学研究部会

◇部会長：角谷 直人   連絡幹事：太治 輝昭

◇令和 4（2022）年度 活動報告
・幹事会開催：年 1回
 第 1回幹事会
  日時：２０２２年１１月２８日(月)
・講演会開催

講演内容：アブラナ科作物の核・オルガネラ遺伝子のゲノム編集による変異導入

講師：玉川大学農学部生産農学科 肥塚信也 博士

日時：２０２２年１２月１５日(木)１６：３０～１８：００
場所：東京農業大学・世田谷キャンパス 1号館２４４教室
参加者：本年度は世田谷キャンパスで通常開催することができ１００名が参加した。

厚木キャンパスからはオンラインで５名が参加した。

今回講演をお願いした肥塚先生は長年にわたってアブラナ科作物を使っての研究に取り組んでお

り、最近ではアブラナ科作物の核ゲノムの編集だけでなく、オルガネラゲノムの編集にも成功してい

る。今回の講演ではこれらの研究へのグループでの取り組みの経緯や今後の研究の見通しについて

講演していただいた。

大変分かりやすく楽しい講演でしたので講演後には学生からの質問が相次いだ。

◆部会名：大学所有遺伝資源保全・利用研究部会

◇部会長：豊原 秀和   連絡幹事：入江 憲治、菊野 日出彦

◇令和 4（2022）年度 活動報告
１．幹事会開催

メール上にて幹事会を行った。

２．講演会開催

2022年度は、講演会の開催を予定していたが、コロナの感染拡が収まるまで対面式での開催は次年度
以降に延期することとした。

３．大学所有遺伝資源保全・利用活動

宮古亜熱帯農場と連携・協力してタロイモ遺伝資源 200点およびヤムイモ遺伝資源 100点の保存に取
り組んでいる。平成 30年度からは、農研機構ジ－ンバンク事業の遺伝資源の増殖および特性評価を受
託し、イネおよびマメ類遺伝資源の増殖・評価を実施している。

◆部会名：地域再生研究部会

◇部会長：宮林 茂幸   連絡幹事：栗田 和弥、柴田 和也、町田 怜子

◇令和 4（2022）年度 活動報告
１．令和 4（2022）年度 活動報告

 令和 4 年度は、コロナ禍において現地での活動が中止となったが、地域再生研究部会の成果である
吉沢八景ガイドマップ更新した。

 ２．幹事会

 2022年 10月 24日にアフターコロナを見据えたワークショップ再開に向けた審議を対面・オンライ
ンのハイブリット型で行った。（会場：東京農業大学地域創成科学科会議室）

 ３. シンポジウムの共同開催
東京農業大学総合研究所地域再生研究部会、地域デザイン学会、国際バイオビジネス研究部会が共

催となり、「農のあるマルシェのしあわせ探求力」シンポジウムを 2023年 2月 25日に開催した。
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このフォーラムでは、農のあるマルシェにおいて、どのようなウェルビーイング（経済活動・生き

がい・人との出会い）を追い求める活動が行われているか、その成立過程や条件にフォーカスし、持

続的なマルシェのあり方と地域再生、地域づくりへの展開を議論した。

【開催日時】2023年 2月 25日（土） 14：00～16：30
【開催形式】東京農業大学サイエンスポート 8階 Air Bridgeでの対面型シンポジウム（要事前登録・
自由参加）

【スケジュール】

14:00～14:05 開会の挨拶
       東京農業大学地域創成科学科教授 町田怜子

14:05～14:15 座長解題
       明治大学商学部 教授 菊池一夫

14:15～14:40 報告 1「都会でのマルシェの企画・運営」            

       株式会社 AgriInnovationDesign 代表 脇坂真吏氏

14:40～15:05 報告 2「地方の小規模マルシェ〈複数のなりわいをもつ農的暮らしとの連携〉」
       暮らしかた研究所 鳥頭のおやま 所長 杉本野菊氏

15:05～15:30 報告 3「都会での大学によるマルシェ」
       農大アンテナショップ「農」の蔵 マネージャー杉野卓也氏

15:30～15:45 休憩
15:45～16:25 総合討論「農のあるマルシェへの参加によるしあわせの探求」
       パネリスト 脇坂真吏氏、杉本野菊氏、杉野卓也氏

       コーディネータ 菊池一夫

16:25～16:30 閉会の挨拶
       農研機構農村工学研究部門資源利用研究領域 上級研究員 唐崎卓也

企画運営：地域デザイン学会農業文化フォーラム

共催：東京農業大学総合研究所研究会 地域再生研究部会共催、シンポジウム事務局町田怜子
  
◆部会名：地域連携推進研究部会

◇部会長：水庭 千鶴子   連絡幹事：秋山 聡子

◇令和 4（2022）年度 活動報告
茨城県および阿見町との連携事業報告会を開催した。詳細は下記の通りである。

日時：令和 5年 3月 30日（木）13時～15時
場所：東京農業大学横井講堂

プログラム：

13:00-13:05 開会の辞 水庭 千鶴子 部会長

13:05-13:20 挨拶 大澤 貫寿 名誉会長

13:20-13:50 報告①『茨城県農業経営士協会との実習協定とフィールド研修』
東京農業大学国際食料情報学部食料環境経済学科 野口 敬夫 准教授

13:50-14:20 報告②『県立高校への出張講座と阿見町産ヤーコンを使った新メニューの開発』
東京農業大学応用生物科学部栄養科学科 秋山 聡子 准教授

14:20-14:50 報告③『阿見町ふれあいの森及び君島地区竹林再生の地域づくり』
東京農業大学地域環境科学部地域創成科学科 入江 彰昭 教授

14：50-15:00 質疑応答
15:00 閉会の辞 秋山 聡子 連絡幹事

報告会には、茨城県職員、阿見町役場職員、学内関係者（学生を含む）にご出席いただいた。

◆部会名：農業・関連企業のイノベーション部会

◇部会長：堀田 和彦   連絡幹事：及川 智正

◇令和 4（2022）年度 活動報告
１．農業・関連企業のイノベーション部会の設立

承認日：令和 4年 7月 8日
内 容：東京農大経営者会議を母体とし、「農業・関連企業のイノベーション部会」を設立

目 的：

新たな産学連携活動を積極的に推進し、農業界にイノベーションを起こす。大学や研究機関が開発し

た学術的知見や技術手法を、民間企業が実務へ活用できる仕組みを構築して行く。また、企業経営者
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が中心となり、ビジネスで得た知識や経験を、大学の教育や研究に活かせるようにセミナーやフォー

ラムを開催し、次世代への情報発信も進めて行く。

２．発足シンポジウムの開催

東京農業大学総合研究所研究会 農業・関連企業のイノベーション部会 

発足記念シンポジウム〜農業のイノベーションをどう興すか？〜 

日 時：令和 5年 1月 20日金曜日
場 所：東京農業大学アカデミーセンター 地下１階 横井講堂

共 催：東京農大経営者会議、グローバル情報研究部会

講演者：江口 文陽 東京農業大学 学長

    農業×教育イノベーション
        前田 茂雄 前田農産食品株式会社 代表取締役社長

    農業×加工イノベーション
    武原 タイ グローバル情報研究会

    グローバル思考×イノベーション
    及川 智正 株式会社農業総合研究所 代表取締役会長 C E O
    起業×イノベーション
参 加：社会人一般７０名、学生２００名

内 容：

発足記念シンポジウムを開催した。東農大経営者会議を中心に、たくさんの一般社会人や学生の方々

に参加して頂いた。パネルディスカッションでは、活発な意見交換及び議論ができたと感じた。引き

続き、リアル及びW E Bにて、農業界をリードする方々との情報交換や大学、学生とのマッチングを
進めていきたいと考えている。また、シンポジウムの共催として、グローバル情報研究部会から武原

タイ氏をお招きし、講演を依頼した。

◆部会名：農業協同組合研究部会

◇部会長：白石 正彦   連絡幹事：堀部 篤

◇令和 4（2022）年度 活動報告
1．幹事会・シンポ実行委員会：2022年 5月、6月、10月に開催。
2－1．第 15回シンポジウムの開催：2022年 11月 11日（金）13:00～17:00まで東京農業大学世田谷キ
ャンパス 1 号館４階 441 教室＋オンライン（zoom）のハイブリット形式で、「農協活動において組合
員・住民の「農的価値への共感力」の源泉と事業活動成果の好循環メカニズムをいかに進化させるか」

をテーマに、総研研究会農業協同組合研究部会の主催で開催した。

第 1報告：農協活動において、「農的価値への共感力」をふまえた“多様な農業経営力”、“組合員組織
力”、“事業経営機能発揮力”の新総合力発揮を展望
報告者：白石正彦（本学名誉教授、総研農業協同組合研究部会長）・野口敬夫（本学准教授・日本協

同組合学会常任理事）・菊地哲夫（本学前教授・総研農業協同組合研究部幹事）・高梨子文恵（本学

准教授）・原温久（本学准教授）・望月洋孝（本学准教授）

第 2 報告：多様な農業者と農的暮らしを求める都市民の「農的価値への共感力ー秦野市農協における
自治体と連携した教育研修・広報の取り組みから～

報告者：代表理事組合長 宮永均（神奈川県秦野市農協）

第 3 報告：ブランド農産品産地における多様な農家・農業法人への農協による支援～水郷つくば農協
による「農的価値への共感力」をふまえたネットワーク型マネジメントの取り組みから～

報告者：代表理事組合長 池田正（茨城県水郷つくば農協）

コメント：谷口信和（東京大学名誉教授）、小林元（日本協同組合連携機構(JCA)部長）、堀部篤（東
京農業大学教授・農業協同組合研究部会連絡幹事）が担当し、全体討論では活発な論議を

深め成果を上げた。

結論として、農業協同組合研究部会では、第 1報告、第 2報告、第 3報告を中心に農協の戦略的役割
発揮の理論と実践方策等の論議を深めることに貢献した。

2－2．日本農業労災学会・東京農業大学総研研究会農業協同組合研究部会など３研究部会の主催でシン
ポジウム（テーマ：「農業労災補償制度を拡充し、農作業事故防止に資するためには何が必要か－社労

士と農協・行政等関係機関との連携を考える－」）を 2022 年 10 月 21 日（金）13:00～16:30 まで、会
場：東京農業大学世田谷キャンパス横井講堂＋Zoomによるオンラインで開催した。
座長は瀬川徳子（社会保険労務士法人たんぽぽ会）、白石正彦（東京農業大学名誉教授・農協研究部

会長）が担当し、第１報告は、「特別加入制度の拡充と農作業従事者の特別加入」田中建一（東洋大学
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講師）、 第 2 報告は、「農林水産省における農作業安全対策の取り組み」田中康嗣（農林水産省 農
産局技術普及課課長補佐）、第 3 報告：「建設業の労災補償対策における社労士の役割と課題」矢島 

友幸（矢島社会保険労務士事務所所長）、第 4 報告：農業労災防止への「社労士からの講演（説明）
事例」紹介」堀内政徳（堀内社会保険労務士事務所所長）、第 5 報告：「農協現場における農作業事
故防止・労災補償対策への取り組み」、桐原章（鹿児島県農協中央会営農サポートセンター主幹）。

 コメンテーターは、佐藤広大（全国農協共済連課長）、紺野香月（ふくしま未来農協）、中村雅和

（いのしし社会保険労務士事務所所長）、森崎めぐみ（全国芸能事業者労災保険理事長・日本芸能従

事者協会代表理事）が担当し、全体討論で論議を深めた。

 以上のように、農業協同組合研究部会では、シンポの企画段階から参画し、シンポの座長を担当し

た。

◆部会名：農業生産工程管理（GAP）研究部会
◇部会長：入江 憲治   連絡幹事：齋藤 修平

◇令和 4（2022）年度 活動報告
１．幹事会開催

メール上にて幹事会を行った。

２．講演会開催

2022年度は、講演会の開催を予定していたが、コロナの感染拡が収まるまで対面式での開催は次年度
以降に延期することとした。

３．勉強会の開催

適宜 GAPの勉強会を実施した。

◆部会名：農村計画研究部会

◇部会長：宮林 茂幸   連絡幹事：入江 彰昭、栗田 和弥

◇令和 4（2022）年度 活動報告
◎ 活動内容：コロナ禍もあって計画を大幅に変更した

2022年度は、川場村のかわば森と未来協議会との協力による下記のフォーラムを実施した。
2023年 1月 21日（土）に川場村で開催された 「みんなで話そう 森と里山と街との新しいつながり

ーそこにはどんな未来があるの？ー」と共同して、コロナ禍や物価高の厳しい社会情勢の中で、新たな

地域づくりの方向について、コト消費社会において村と里山と都市のコトづくり参加という新たな連携

を目指して、議論するフォーラムに協力するとともに、部会長の宮林が基調講演とコーディネイターを

務めた。本フォーラムに農大学生も参加した。

 フォーラムの趣旨は次のようになっている。

 「ちょっと昔まで、人は森と里山と繋がる暮らしをしていました。薪・炭などのエネルギーや、建材

などの材料、木の実やキノコ・山菜などの 食料を里山からいただき、同時に多様な生き物との共生を続

けてきました。しかし、人の生活の変化や少子高齢化による農林業の衰退は、里山を危機に追い込み 明

るい雑木林は暗い森になり、長年耕された農地も雑草に覆われ集落の活力が落ちてしまいました。でも

近年、森や里山がある山村地域に向ける社会の眼差しがちょっと変わってきたような気がしませんか？

地球規模の環境問題は私たちの足元にあり、またコロナ禍でライフスタイルも見直され、働き方改革な

ど健やかな暮らしが求められています。これからの時代、健康、福祉、観光、教育、娯楽など様々な視

点から利根沼田地域ならではの森と里山と人の暮らしの新しいつながりを、一緒に考えてみませんか」

 日時：2023年 1月 21日（土）：13：30－17：00
 場所：群馬県川場村文化会館

 参加者：約 80名
 主催者・共同者：川場村かわば森と未来協議会・東京農業大学総研研究会農村計画研究部会

◎監事連絡会：2回程度（コロナ禍ということもあって全員参加とはなっていない）

◆部会名：農薬部会

◇部会長：本山 直樹   連絡幹事：薮田 五郎、松島 芳隆

◇令和 4（2022）年度 活動報告
（１）会員数： 法人会員 ２２社   個人会員 ２名

（２）会議

 総会：令和４年５月２０日 オンライン会議  参加者 ５５名

 幹事会：第１４１回（令和４年０５月２０日）オンライン会議
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     第１４２回（令和４年０７月２０日）オンライン会議

     第１４３回（令和４年０９月１６日）オンライン会議

     第１４４回（令和４年１１月１８日）オンライン会議

     第１４５回（令和５年０３月１７日）オンライン会議

 新年顔合わせの会

     令和５年０１月２７日）オンライン会議  参加者 ５０名

 部会セミナー

  第 123回セミナー（令和 04年 7月 22日） 参加者 ８３名

    新規殺菌剤ピジフルメトフェン（ミラビス®フロアブル）の生物活性とその特徴
     谷口 しづく氏 （シンジェンタジャパン（株）研究開発本部）

有機 JAS資材の評価方法と現状―土壌肥料科学の立場から
     吉羽 雅昭氏（有機 JAS資材評価協議会判定委員長、東京農業大学名誉教授）
  第 124回セミナー（令和 04年 09月 16日） 参加者 ９５名

    新規殺菌剤キノプロール®(ミギワ®)の生物活性
     桒原 頼人氏 （日本曹達（株））研究開発本部 小田原研究所）

    生物農薬の開発動向―国内外における生物農薬の定義・位置づけー
     梅津 憲治氏 （吉備国際大学）

  第 125回セミナー（令和 04年 09月 16日） 参加者 ７５名

最近のフッ素系農薬の紹介 

平井 憲次氏（公益財団法人 相模中央研究所）

含フッ素ピラゾール系殺虫剤の探索研究

小林 修氏（公益財団法人 相模中央研究所）
U.S.Organic Production and Regulatory Framework

Maria Rakhovskaya 【米国大使館 農務部 農務官】

第 126回セミナー（令和 05年 03月 17日） 参加者 ７２名

都道府県レベルでの化学農薬使用量（リスク換算）の試算

―「みどりの食料システム戦略」への対応としてー
猫塚 修一氏（岩手県農業研究センター 上席専門研究員）

中国大豆産業における発展及び傾向

王 紹東氏（中国東北農業大学大学院農学研究科 教授）

特別講演 総会 「私の生きてきた時代と農薬ならびに農薬科学の進歩」

     講演者： 山本 出氏（東京農業大学名誉教授）

新年顔合わせの会「農薬学会の現状と将来ならびに最近の昆虫成長制御剤研究」

     講演者： 塩月 孝博氏 （日本農薬学会長・島根大学教授）

◆部会名：バイオビジネス部会

◇部会長：大久保 研治   連絡幹事：鈴木 充夫

◇令和 4（2022）年度 活動報告
1．地域食農ビジネスとの連携プロジェクト（国際食農科学科食農・文化政策研究室と共同実施）
 会津坂下町の食や農に関する地場産業との連携プロジェクトとして、会津坂下町の食農資源を活用し

た新商品を開発するための調査、研究を下記の通り実施した。

①ブレンド米開発：猪俣徳一商店との共同開発。

・ パナソニックより炊飯機の貸し出し、Panasonic Cooking @Lab 炊飯部による協力体制など支援を
受けた。

・ ブレンド米第 3弾は開発を継続中
②非常食開発：猪俣徳一商店と共同開発と無印良品でのプロモーション活動

・ 世田谷の地場野菜「大蔵大根」と福島県会津産コシヒカリを使用した非常食を開発した。

・ 試作品を無印良品自由ヶ丘店（東京都）と郡山桑野店（福島県）でプロモーション活動を実施し

た。

③リキュールの開発：五ノ井酒店、大和川酒造との共同開発。

・ 日本酒と福島県産果樹の果汁を使用したリキュール開発への参加。

・ 近日発売予定

④福島復興イベントへの参加

・ 2022年 8月 19日(金)・20日（土）に、竹原肉店、五ノ井酒店と共同で、2022年第 4回下町上野
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ふるさと盆踊り大会 with『発見！ふくしま夏まつり』に出店し、馬肉焼きと会津の日本酒を販売
した。（8月 19日は前夜祭）

◆部会名：バイオマス・資源・エネルギー研究部会

◇部会長：大西 章博   連絡幹事：中村 貴彦

◇令和 4（2022）年度 活動報告
【幹事会】

7月 14日に開催した。
【講演会】

◆テーマ◆

醸造・発酵の科学 II ～食に関わる 細菌・カビ・酵母～
◆日時◆

2023年 3月 13日(月)14：00～16：20（Zoomオンライン開催）
◆参加人数◆

51人
◆講演会概要◆

「発酵食品好きのひと必見！ これを聞くだけで 今日から食事がひとあじ変わる！」醸造技術は、

微生物による発酵現象を管理する技術です。酒・味噌・醤油や発酵食品を生産することで、和食や日

本の伝統的文化を支えています。本講演会では、演者らが明らかにした「醸造・発酵の未知領域」を

ご紹介します。

◆プログラム◆

13：55 ～ 14：00 開会挨拶
14：00 ～ 14：40  酵母の研究「酵母を使った甘味料生産 ～ アラビトールって何？～ 」

𠮷𠮷川 潤（東京農業大学 醸造科学科 准教授）

14：40 ～ 15：20 乳酸菌の研究「醤油乳酸菌における活性型トランスポゾンの発見とアルギニン非
分解性株育種への利用」 第 90回醤油研究発表会日本醤油技術賞
脇中 琢良（ヤマサ醤油株式会社・製造本部 係長）

15： 20 ～ 16： 00 カビの研究「黒麹菌による泡盛古酒香バニリン前駆体の生成過程」         

第 29回生物工学論文賞
眞榮田 麻友美（東京農業大学 醸造科学科 助教）

16：00 ～ 16：20 総合討論
16：20     閉会挨拶

◆部会名：人と生物圏研究部会

◇部会長：濱野 周泰   連絡幹事：中村 貴彦

◇令和 4（2022）年度 活動報告
幹 事 会：令和 5年 2月、部会活動について（メール）
打 合 せ：令和 5年 3月、現地視察の運営について
観 察 会：以下の現地視察はコロナ禍の影響で実施することができなかった。

１．都市のグリーンインフラ視察

〇北青山再開発緑地（ののあおやま）

２．樹木の種・資源保存地視察

〇多摩森林科学園

◆部会名：みどりの環境創造研究部会

◇部会長：中村 幸人   連絡幹事：鈴木 伸一

◇令和 4（2022）年度 活動報告
本研究部会は、「みどりの環境デザイン」を基礎理念において、在来植物の有効利用による自然再生

とその管理方法の研究・普及を目的としている。本研究会員も多く所属する日本植木協会との連携によ

る研修講座「植生アドバイザー」の開催のほか、環境省・農林水産省共管「人材認定等事業」における

「植生管理士」の資格認定事業や補助講座として「スキルアップセミナー」を実施している。本年度は

新型コロナウィルス COVID-19の感染小康期に「スキルアップセミナー」を開催した一方で、感染急拡
大期と重なった「植生アドバイザー」育成講座及び「認定試験」は止むを得ず中止となるなど依然とし

て疫禍に翻弄された１年となった。
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然しながら、育成講座の参加申込者に学びの機会を提供するためにオンラインセミナーを開催した他、

育成講座のフィールド研修に用いる新植栽地の管理を行うなど環境面の整備を図った。

人と自然の共生に向けて「みどり」を再生する人材をより多く育成輩出するのが当部会の使命である。

植生管理業務に興味を持つ方々は増えていると実感されることから、これまでの布石を梃子に次年度の

活動本格化に繋げていく。

2022年度の主な活動計画
【セミナー】実施

開催日：令和４年６月２５日

テーマ：「植生調査士」スキルアップセミナー 

場 所：「武尊牧場ブナ原生林」群馬県片品村、「ヒロイド原新植栽地」群馬県川場村

参加者：３１名

【セミナー】中止

開催日：令和４年８月２５日～８月２７日（２泊３日）及び事前ビデオ学習

テーマ：「植生アドバイザー」育成講座 

場 所：「世田谷区民健康村」群馬県川場村 

参加申込者：３８名

【セミナー】実施

開催日：令和４年９月１７日

テーマ：「植生アドバイザー」育成オンラインセミナー

方 法：ミーティングソフト ZOOMを使用したオンラインセミナー
参加者：３５名

【認定試験】中止

開催日：令和４年１０月２２日

テーマ：「植生管理士」認定試験・筆記

場 所：「東京農業大学グリーアカデミー会議室」

【認定試験】中止

開催日：令和４年１１月１９日

テーマ：「植生管理士」認定試験・実技

場 所：「横浜自然観察の森」横浜市栄区上郷町 

【幹事会】実施

第１回：令和４年２月１８日

テーマ：令和４年度「植生アドバイザー」育成講座、「スキルアップセミナー」実施計画の検討等

について

方 法：ミーティングソフト ZOOMを使用したオンライン会議
参加者：１３名

【幹事会】実施

第１回：令和４年７月１３日

テーマ：令和４年度「植生アドバイザー」育成講座の詳細検討等について

方 法：ミーティングソフト ZOOMを使用したオンライン会議
参加者：１２名

【幹事会】実施

第１回：令和４年１０月２１日

テーマ：「植生アドバイザー」育成講座フィールド研修用植栽地の管理

場 所：「ヒロイド原新植栽地」群馬県川場村

参加者：４名

◆部会名：労災対策研究部会

◇部会長：北田 紀久雄   連絡幹事：半杭 真一

◇令和 4（2022）年度 活動報告
＜シンポジウムの開催＞

日本農業労災学会、労災対策研究部会、就農者推進教育研究部会、農業協同組合研究部会の共催によ

り、以下のシンポジウムをハイブリッドで開催した。

このシンポジウムは、労災対策研究部会と日本農業労災学会が主に企画・運営を担当し、問題意識を

一部共有する就農者推進教育研究部会、農業協同組合研究部会にご協力していただき、開催したもの
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である。

テ ー マ：「農業労災補償制度を拡充し、農作業事故防止に資するためは何が必要か

－社労士と JA・行政等関係機関との連携を考える－」
日 時：2022年 10月 21日（金）13:30～16:30
会 場：ハイブリッド開催

（東京農業大学世田谷キャンパス 横井講堂・Zoomによるオンライン）
座長解題：瀬川徳子（社会保険労務士法人たんぽぽ会代表）、白石正彦（東京農業大学名誉教授）

基調報告：

第１報告「特別加入制度の拡充と農作業従事者の特別加入」田中建一（東洋大学講師）

第２報告「農林水産省における農作業安全対策の取り組み」田中康嗣（農林水産省農産局技術普及課

生産資材対策室課長補佐）

第３報告「建設業の労災補償対策における社労士の役割と課題」矢島友幸（矢島社会保険労務士事務

所所長）

第４報告「農業労災防止への『社労士からの講演（説明）事例』紹介」堀内政徳（堀内社会保険労務

士事務所所長）

第５報告「JA現場における労災補償・農作業事故防止対策への取組」桐原 章（JA鹿児島中央会営
農サポートセンター主幹）

コメント：

佐藤広大（JA 共済連全国本部普及部農業・損害保障推進室農業法人支援グループ課長）、紺野香月
（JA ふくしま未来営農部農業振興課）、中村雅和（いのしし社会保険労務士事務所所長）、森崎め
ぐみ（日本芸能従事者協会理事長）

全体討論

座長総括

＜農業労災ワークショップの開催＞

 日本農業労災学会が主催した以下の第２回農業労災ワークショップを後援して開催した。

テ ー マ：「農機事故防止対策をいかに進めるか」

日  時：2022年 6月 2日（木）14:00～16:00
方  法：オンライン開催

座長解題：宮永 均（JAはだの代表理事組合長）、緒方大造（日本農業新聞論説委員）
基調講演：

第 1講演「農機事故事例と安全研修」気多 正（一般社団法人日本農業機械化協会技術顧問）

第２講演「農作業安全に対する取り組み」稲垣勇一（クボタ農作業安全検討会社内連絡会議事務局・

農機国内サービス事業推進部担当部長）

意見交換
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